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    ※  各発行者記号は、以下のとおりである。 

 

 

記号 発行者名 記号 発行者名 

Ａ  東京書籍 Ｉ  光村図書出版 

Ｂ  大日本図書 Ｊ 帝国書院 

Ｃ  開隆堂出版 Ｋ  新興出版社啓林館 

Ｄ  学校図書 Ｌ  日本文教出版 

Ｅ  三省堂 Ｍ  大修館書店 

Ｆ  教育出版 Ｎ  文教社 

Ｇ  教育芸術社 Ｏ  光文書院 

Ｈ  信州教育出版社 Ｐ  Ｇａｋｋｅｎ 

 



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 国語 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○５・６年では、中学校

への移行を考慮し、ま

た、自主的・主体的に既

習事項を確認しやすく

するため、分冊でなく１

冊の教科書で対応して

いる。 

○１年上では、助詞の働

きを視覚的にとらえて

理解しやすいよう、更に

工夫されている。（１年

上p.36,44,54） 

○２年以上は 4 月を学

習の基盤づくりの期間

として、対話、情報の扱

い、音読、ノート作り、

図書館活用を単元の中

に位置づけている。 

○説明文の次に事実と

考えの違いや相手を意

識した意見文の書き方

の学習（「情報のとび

ら」）が配列されている。

（５年p.228） 

○「話す・聞く」や「書

く」単元では、氏名まで

設定されたキャラクタ

ーが登場し、児童が親近

感をもって学習できる

よう工夫されている。

（６年上p.116） 

○説明文では内容の理

解を助ける写真や挿絵

が多く、児童の興味・関

心につなげる工夫がさ

れている。（２年p.8） 

○「地域のみりょくを伝

えよう」では、自分が住

む地域を調査し、記事に

することで、ふるさと教

育の視点につながる内

容になっている。（５年

p.58） 

○高学年では、複数の資

料を読み取って多角的

な見方や自分の考えを

もつ力をつける工夫が

されている。（５年

p.238） 

○「はたらく人に話を聞

こう」では、学校で働く

人にインタビューする

言語活動が設定され、生

活科の町探検との関連

が図られている。（２年

上p.34） 

○高学年では、インター

ネットなど、現代社会に

おけるメディアリテラ

シーを獲得する単元が

設定されている。 

○読書単元「○年生

の本棚」では、著名

人のエッセイなど、

読書への興味関心

を高める工夫がさ

れている。 

○文字習得でつま

ずきやすい特殊音

節や助詞の学習負

担を軽減できるよ

う、「多層指導モデ

ル（MIM）」を取り入

れている。（１年上） 

○２年以上は単元の始

めに「見通す・取り組

む・ふり返る」の3段階

で学習の流れが示され

ている。単元で身に付け

る言葉の力が提示され、

学習計画に活用できる

よう工夫されている。 

○多数のデジタルコン

テンツやWeb問題が準備

されており、教材理解に

つながる支援が手厚い。 

○特に優れている。 

Ｆ 

○全学年で分冊を採用

することで軽量化され、

内容が複雑・高度化する

高学年においても、ゆっ

たりとした紙面構成と

なっている。 

○１年上では、「たのし

くよもう」1～3 など、

詩をリズムよく読むこ

とを通じて、すべての仮

名文字を楽しく学習す

る工夫がされている。

（１年上p.38,54ほか） 

○説明文については、

「書くこと」に加えて

「話すこと・聞くこと」

とも関連させるなど、論

理や情報を生かす工夫

がされている。（５年下

p.90,104） 

○プログラミング的思

考など、これからの時代

に求められる学力を育

むための教材が盛り込

まれている。（２年下

p.20） 

○「話す・聞く」や「書

く」単元では、氏名まで

設定された統一キャラ

クターが登場し、児童が

親近感をもって学習で

きるよう工夫されてい

る。（３年下p.22） 

○「まんがの方法」では、

身近な漫画の手法を通

して書き手の工夫に注

目し、自分の考えの表現

の仕方を工夫する力を

育む配慮がされている。

（５年下p.90） 

○「ちいきの行事」では、

地域について調べて発

表する言語活動が設定

され、具体的な行事やそ

れに携わる人々の思い

や願いに触れることが

できる内容となってい

る。（３年下p.98） 

○「強く心にのこってい

ることを」では、「始め・

中・終わり」の構成に沿

って自分の言葉で文章

に書く過程を重視して

いる。（３年下p.98） 

○「『生きものクイズ』

で知らせよう」では、生

活科と関連を図り、見つ

けた生きもののクイズ

を作って知らせ合う言

語活動が設定されてい

る。（２年上p.62） 

○「わたしたちの絵文

字」では、前単元の学習

を生かし、学校生活で絵

文字を活用することに

ついて友達と話し合う

活動が設定されている。

（３年下p.22） 

○五十音表を読む

際、色調とバランス

だけでなく、形でも

区別しやすいよう

配慮され、負担軽減

が図られている。

（１年上p.40） 

○「くらしを便利に

するために」など

で、バリアフリー、

手話などを取り上

げ、多様化する社会

への理解を図って

いる。（４年下p.82） 

○巻頭の「○年生で学ぶ

こと」では、何を学びど

のような国語の力がつ

くのか系統的に示され、

学習の見通しと生かし

方が具体的に示されて

いる。 

○単元末の手引きでは、

上段に学習の流れ、下段

に児童の反応が示され、

単元全体の流れを具体

的に見通せるよう工夫

されている。 

○優れた教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 国語 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｉ 

○５・６年では、中学校

への移行を考慮し、ま

た、自主的・主体的に既

習事項を確認しやすく

するため、分冊でなく１

冊の教科書で対応して

いる。 

○「すきなこと、なあに」

では、友達に話したこと

を文章に書く活動を設

定することで、書くこと

への抵抗が軽減できる

よう工夫されている。

（１年上p.80） 

○２年以上の「きせつの

ことば」では、季節に関

する語句や詩、文章がイ

ラストと共に掲載され、

季節感を味わえるよう

工夫されている。 

○「帰り道」「友情のか

べ新聞」など、児童が多

様な解釈に触れること

ができるような物語が

選択されている。（４年

下p.65、６年p.25） 

○「話す・聞く」や「書

く」単元では、統一キャ

ラクターが登場し、児童

が親近感をもって内容

にも興味・関心を抱きや

すくなっている。（６年

p.217） 

○「カンジーはかせの都

道府県の旅」では、漢字

の書き取りだけでなく、

各都道府県の特産や名

物、文化に関心を高め、

愛着や誇りをもてる内

容になっている。（４年

上p.50） 

○地域に伝わる民話や

神話として「いなばの白

うさぎ」が紹介され、地

域の文化に関心を高め、

愛着や誇りをもつこと

ができる内容になって

いる。（２年上p.62） 

○「図を使って考えよ

う」で、図やグラフ等の

情報資料の利点や使い

方を学ぶことで、情報活

用能力の育成につなが

るよう工夫されている。

（６年p.311-312） 

○「みの回りのものを読

もう」では、看板やポス

ターを取り上げ、身近な

生活の中にある情報や

伝え方を扱っている。

（２年上p.118） 

○「こんな係がクラスに

ほしい」では、学級の身

近な課題に取り組み、対

話することの価値を実

感することで、コミュニ

ケーション能力の育成

が図られるよう工夫さ

れている。（３年上

p.122） 

○一年間の目標を

巻頭に配置し、巻末

では一年間で身に

ついた力を文字化

して、今後の学習に

見通しがもてるよ

うに配慮されてい

る。 

○２年以上の上巻

冒頭に「ことばのじ

ゅんびうんどう」が

設定され、学級づく

り、仲間づくりにつ

ながる内容が取り

上げられている。 

○単元冒頭に問いを引

き出す発問を載せ、一人

一人の問いを目標につ

なぐことで、子どもの問

いから学習が始まる主

体的な学びの実現を図

っている。 

○説明文では、「れんし

ゅう」と主教材の2教材

で段階的に学んだり、

「読むこと」で学んだこ

とを「書くこと」につな

いだりして、情報を読み

活用する力が高まるよ

う工夫されている。 

○優れた教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 書写 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○全学年とも半紙と同

じ比率のB5変形サイズ

であり、使いやすい。 

○低学年では、始筆や終

筆、折れの部分等を星印

などで示すことで、一人

でも繰り返し書き方を

確かめられるように工

夫されている。 

 

○「学びを生かそう」で

は、読み手を想定しなが

ら、一年間の学びを生か

すことができるよう工

夫されている。 

○漢字とひらがながバ

ランスよく教材化され

ている。また、1文字か

ら5文字まで、さまざま

な文字数の教材が示さ

れ、用紙にあった文字の

配置について学べる。 

○「硬筆の中から課題を

見つける」→「毛筆で確

かめる」→「硬筆に生か

す」という流れで統一さ

れ、めあてがはっきりと

もてるよう工夫されて

いる。 

○２年以上の表紙裏の

漫画は、書写を学ぶこと

の意味を考えさせる上

で効果的な導入の工夫

である。 

○３年以上の毛筆の教

材では、朱墨と薄墨を使

った図が示され、穂先の

動きや筆圧のかけ方に

気づけるようになって

いる。 

○３年 p.18「文字とい

っしょに」では、石州半

紙が採り上げられ、ふる

さと島根への誇りや愛

着を育むことができる。 

○２年以上の「生活に広

げよう」では、他教科や

実生活における学んだ

ことの生かし方が紹介

され、学習への興味・関

心を高める上で効果的

である。 

○３年以上では、国語と

の関連をリンクマーク

で示してあり、教科横断

的に学習に取り組める

よう工夫されている。 

○動画は、音声での

解説が丁寧で、視覚

情報を的確に補完

するつくりになっ

ている。 

○「文字といっしょ

に」（５年 p.38、６

年p.38）では、世界

の文字や文字の歴

史など、知識欲を刺

激するしかけがさ

れている。 

○各教材に「書写のか

ぎ」が示され、知識や技

能を段階的に獲得でき

るようにしてある。まと

めのページも充実して

おり、一年間の学びを振

り返ることができる。 

○どのページも適度な

情報量で構成され、学習

のポイントが分かりや

すい紙面構成である。 

Ｆ 

○全学年B5判、右ペー

ジに単元名と文字のみ

を、左ページにポイント

を配置している。 

○巻頭に授業の様子や

手書きの文字のカラー

写真を配置し、学習の見

通しをイメージできる

ように工夫している。 

○様々な点画を、段階を

追って無理なく学べる

よう、教材が配置されて

いる。 

○１年生では、「ますの

なかのかくところ」を教

材として取り上げ、小さ

く書く文字の位置を確

認しやすいよう工夫し

ている。 

○あこがれ（５年）、横

画（３年）では、見開き

2ページにわたり、穂先

の動きを写真や図で示

し、ポイントが丁寧に説

明され分かりやすい。 

○友だちの名前や好き

な俳句など、学びを生か

して自分で選んだ言葉

をかけるように促して

いる。（１年、３年） 

○４年「文字の組み立て

方」では、自分の課題に

あった学習方法が選択

できるよう工夫されて

いる。 

○３年では、毛筆を学習

する意義を漫画や写真

で説明することで、児童

の学習意欲が高まるよ

うに工夫している。 

○３年以上では、筆圧を

3段階に分け、数字と図

で分かりやすく示した

り、朱墨と薄墨を使った

図を大きく配置したり

することによって、穂先

の動きや筆圧のかけ方

がとても捉えやすくな

っている。 

○５年、６年「知りたい

文字の世界」では、生活

とのつながりから、文字

文化への興味・関心を高

めるような工夫されて

いる。 

○「レッツトライ」では、

習得した書写の力を他

教科で使う学習を示し、

関連を図ることができ

るように工夫されてい

る。 

○「はってん」では、先

の学年の学習への興

味・関心や見通しがもて

るように工夫されてい

る。（２年、６年） 

○書く時の姿勢や筆記

具による持ち方の違い

などが非常に分かりや

すく示されている。 

○手書きに近いＵ

Ｄフォントの採用、

判別しやすい配色

やレイアウトなど、

全ての児童にとっ

て学びやすい配慮

がなされている。 

○デジタルコンテ 

ンツが豊富で、学年

に応じて効果的に

活用できる。 

○ふりかえりの場

面で対話的な学び

ができるように工

夫されている。 

○全学年とも、情報量が

豊富で、学習のポイント

を詳しく丁寧に説明し

ている。 

○「試し書き」→「考え

る」→「確かめ」→「ま

とめ書き」の順で学習を

構成し、自己の変容を確

かめることができるよ

うになっている。 

○他には見られない斬

新な表紙のデザインで、

学習への期待感をかき

たてている。 

○優れた教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 書写 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｉ 

○全学年、半紙と同じ比

率のB5変型判で、新し

い学びとなる１年と３

年には「スタートブッ

ク」をつけ、イラストや

写真を用いて分かりや

すく説明している。 

○１年では、「のんびり

ぐるうり」「よこへ、く

るりん」など、印象に残

りやすい言葉が用いら

れている。 

○「たいせつ」では、学

習事項のポイントを端

的に示し、分かりやすい

説明をしている。巻末に

もまとめてあり、学習の

系統性がわかるように

なっている。 

○毛筆の筆圧について、

数字を使って分かりや

すく示している。 

○筆使いについて、穂先

の絵とイラスト、写真を

使って分かりやすく説

明されている。 

○動物のキャラクター 

による点画、筆使いのヒ

ントが示させており、 

児童が親しみをもちな

がら興味を持って学べ

るように工夫されてい

る。 

○６年「私の文字」では、

著名人の文字とメッセ

ージを紹介し、自分の文

字を肯定的にとらえて

学ぶ意欲につながるよ

うに工夫されている。 

○「しょしゃたいそう」

「せいりたいそう」によ

り、手指の運動やよい姿

勢の大切さをとらえる

ことができるようにな

っている。 

○４年「やってみよう」

では、近隣の地域を題材

とした教材を設け、読み

手を意識して書写の学

びを活用することがで

きるように配慮されて

いる。 

○国語教材と一体化し

た教材を取り上げ、国語

科や生活との関連を図

ることができるように

工夫されている。 

○全学年の「ことば」に

より、日常の言葉や物

語、短歌、俳句を書いて、

言葉の美しさを味わい、

学びを生かすことがで

きるようになっている。 

 

○全学年で SDGs に

関連する情報を取

り上げ、今日的な課

題に対応している。 

○多様に用意され

たデジタルコンテ

ンツにより、授業の

効率化が図れる。 

○動画は、上からだ

けでなく斜めから

のアングルもあり、

穂先の動きや力の

入れ方が分かりや

すい。 

○全学年を通じて、1 ぺ

ージあたりの情報量が

精選してあり、学習のポ

イントが明確である。 

○全体的に無駄なもの

を削ぎ落としたすっき

りとした印象の紙面構

成である。 

○学習の進め方を「考え

よう」→「確かめよう」

→「生かそう」の3段階

に絞ってあり、分かりや

すい。（３年以上） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 社会 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○「学びのポイント」に

より、授業でどのような

活動を行えばよいかが

わかりやすく示してい

る。（３年p.25※各学年

に掲載） 

○社会科の 4 つの「見

方・考え方」が、キャラ

クターのイラスト示さ

れ、個々の見方・考え方

を働かせやすくなって

いる。（３年p.24※各学

年に掲載） 

○「いかす」で、実生活

にどう返していくのか

を多面的な意見をもと

に考える構成ができて

いる（６年政治・国際編

p.106-107） 

○「まとめる」段階での

ＱＲコードを活用する

と、発達や内容にあった

まとめ方を示すワーク

シートや思考ツール等

が準備できるようにな

っている。（５年上p31） 

○学習場面に応じて活

用できる多様な資料が

用意されており、興味・

関心を高められるよう

工夫されている。（４年

p.131） 

○「いかす」場面では、

学習したことを活用し

て社会的な事柄に参画

したり提案発信したり

する学習活動が紹介さ

れ て い る 。（ ３ 年

p.114-115） 

○４年「きょう土の伝

統・文化と先人たち」で

は、松江城の取り壊しの

危機を救った人々のこ

とや松江城を生かした

まちづくりの事例が取

り上げられている。（４

年p.128-129） 

○６年「今に伝わる室町

文化」では、雪舟が島根

県を訪れたことが記載

されている。（６年歴史

編p.55） 

○「教科書関連マーク」

で、他の教科との関連が

明示されており、教科横

断的な視点から学習に

取り組むことができる

よう配慮されている。

（４年p.142） 

○「○○さんの話」を紙

面や動画で設け、共感的

に人の生き方について

学ぶことができるよう

工夫されている。（５年

上p.101） 

○４年の表紙には

「津和野町の子鷺

踊り」が、６年生で

は「石見銀山」（６

年歴史編p.73）が取

り上げられている。 

○資料や本文を厳

選してあり、集団で

の学びが深まりや

すくなるよう工夫

してある。（６年歴

史編p.44-45） 

○「つかむ」「調べる」「ま

とめる」「いかす」に分

けて記載し、児童が課題

解決のどの過程なのか

を見通しをもつことが

できるようにしてある

こと、資料等のデータが

必要最小限にしてある

ことから、どのような教

員でも児童の課題解決

活動を円滑に進めるこ

とができる優れた教科

書である。 

Ｆ 

○全学年巻頭に「社会科

で使う見方・考え方」の

解説ページがあり、キャ

ラクターが「見方・考え

方」の働かせ方のヒント

を語る形になっている。

（３年p.5,21） 

○全学年巻頭の「社会科

の学習を広げる」に、ICT

の活用例が、写真やイラ

スト、動画で紹介されて

いる。（４年p.2-3） 

○「自分で調べて考え

る」では、児童が資料を

選んで「ポイント」を手

がかりに読み取り、個に

応じた主体的な学びを

促す配慮がされている。

（５年p.41） 

○歴史年表は、開くと古

代から現代まで見える

形になっている。また、

裏面にイラストマップ

が掲載されている。 

（６年p.74-76） 

○６年の歴史学習のペ

ージには、白黒写真をカ

ラー化した画像資料が

あり、学習意欲を高める

工夫がされている。（６

年p.220） 

○デジタルコンテンツ

（まなびリンク）が示さ

れた所では、動画視聴や

クイズができ、興味・関

心を高める工夫がされ

ている。（４年p.10） 

○５年「日本の国土とわ

たしたちのくらし」で

は、竹島が島根県にある

島であること、韓国が不

法占拠している等、特設

ページに記載されてい

る。（５年p.17,-8） 

○６年「私たちの暮らし

を支える政治」では、人

口減少をめぐる課題解

決の例として松江市の

コミュニティバスの事

例が記載されている。

（６年p.44） 

○３年の巻頭では生活

科からの接続を生かせ

る特設ページがあり、社

会科への関心や期待が

高まるよう配慮がされ

ている。（３年p.4） 

○４年「健康なくらしと

まちづくり」では、まと

めとして、学習したこと

をくらしに役立てる方

法を考えるページがあ

り、実生活へ生かせる内

容になっている。（４年

p.70-71） 

○５年「自動車の生

産にはげむ人々」で

は、感染症の蔓延に

伴う産業の課題に

ついて取り上げら

れている。（５年

p.133） 

○３年の巻末では、

「わくわく社会科

ガイド」のページが

あり、調べ方やまと

め方が例示されて

いる。（３年p.164） 

○「次につなげよう」で

次時の問いが想起でき

るようになっており、単

元を通した追及ができ

るようになっている。ま

た、「自分で調べて考え

る」で個に応じた主体的

な学びができるように

なっているので、よい教

科書である。しかし、キ

ーワードについての説

明がないので説明があ

るとよい。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 社会 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｌ 

〇社会科の学習の進め

方を 3 つのインデック

ス「問題を発見する力」、

「問題を追究・かいけつ

する力」、「問題をほりさ

げ・よりよい未来をつく

る力」で例示し、見通し

をもって学習に臨める

ように配慮されている。

（３年p.2） 

〇本文を学習活動、学習

内容、友達の発言３つの

役割に分けて、文章を正

確に読み取れるように

している。（５年p.10） 

〇ごみ処理の大切な工

程の説明や、大分市の

「３きり運動」の紹介に

より、児童が生活の中で

具体的な取組を想像し

やすいよう工夫されて

いる。 

（４年p.40-43,48） 

〇同じ小単元に地形と

気候の両方を取り上げ

ることによって、地形と

気候とを関係づけて考

えることができるよう

工夫してある。（５年

p.20-p.29） 

〇47 都道府県について

のすごろくがデジタル

コンテンツとして設定

してあり、都道府県の位

置や名称、特色に親しむ

ことができるよう工夫

されている。（４年p.8） 

〇学習する過程で新た

に出た疑問を「さらに考

えたい問題」として例示

し、各単元の学びがさら

に深まるよう工夫され

ている。（５年p.263） 

〇隠岐国から都に送ら

れた税の荷札が掲載さ

れており、郷土の歴史に

関心を向けられるよう

工夫されている。（６年

p.94） 

〇大正時代の自由と権

利を求める動きについ

て、山田考野次郎や平塚

らいてうの訴えを大き

く取り上げており、人

権・同和教育の学習とし

て活用しやすいような

内容となっている。（６

年p.190-191） 

〇６年の「新しい日本の

歩み」の単元では、日本

や国際社会を取り巻く

課題として、新型コロナ

ウイルスの事例が取り

上げられている。（６年

p.192,225） 

〇３年の資料は棒グラ

フが未習でも読み取る

ことができるよう、絵グ

ラフで表示されている。

（３年p.33） 

〇SDGs を通して日

本や世界の諸課題

への意識が高めら

れるよう、解決する

ための取組が全学

年で 32 か所設けら

れている。 

〇UD フォントを用

い、見やすい文章と

なっている。 

〇どの学年も学び方・調

べ方コーナーが充実し

ており、主体的に学びに

向かうことができるよ

う工夫されている。また

各小単元の終わりに「深

め合う」活動が漫画形式

で表されており、主体

的・対話的で深い学びが

できるようになってい

る点が優れている。掲載

された情報量が若干多

く、内容を精選して学習

していく必要がある。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

 選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 地図 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の

実態や課題への適

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○全 102 ページの構成

で、ページ数が少ない

分、1ページあたりの情

報量が多い。 

○初めて地図を学習す

る３年生に対応するた

めに、地図帳の使い方や

きまり等を漫画などを

使って説明している。 

（p.7-14） 

○資料地図は、多様なテ

ーマが取り上げられて

おり、様々な特徴を考え

ることができるように

整理されている。 

（p.67-86） 

○「日本の地方別の地

図」「世界の地図」「資料」

という構成になってい

るが、地図のタイトルの

位置がページによって

違うため、やや見にく

い。 

○学習内容と関連した

動画があり、地図と実際

の映像で土地利用の様

子を確認することがで

きる。（p.35，42，48，

51） 

○土地の高さが陰影を

なくした明るい色合い

で表現されている。土地

利用について、畑、牧草

地の多い地域には、地図

記号が掲載されている。

（p.51） 

○竹島について、地図内

には竹島の拡大地図と

写真が併記されており、

男島と女島の二つの島

で構成されていること

がよくわかるようにな

っている。（p.25） 

○日本の自然災害につ

いて考察できるよう日

本列島全体の災害地図

を配し、活火山として三

瓶山の名が記されてい

る。（p.98） 

○「日本の自然災害」で

は、日本列島の地図内に

近年の台風・大雨・洪水

の被害が大きかった場

所が記されている。 

（p.97-99） 

○「アフリカ」では多様

な動物、「ヨーロッパ」

では、様々な料理を紹介

しながら、地図と実生活

の知識や文化が関連す

るよう工夫されている。 

（p.60,62） 

○「日本の伝統文化」

では、歴史的景観や

祭り、食文化が掲載

されており、国や各

地の文化を理解する

ことに役立ってい

る。（p.81-82） 

○ユーラシア、北極、

アメリカなど、世界

の国々を様々な角度

から見られるように

している。 

（p.55-66） 

○日本の自然・産業・

貿易・歴史などの資料

地図や各種統計表が充

実している点で優れて

いる。 

○全体的に情報量が多

く詳しいが、煩雑に見

える部分もあり、もう

少し整理されていると

よい。 

 

Ｊ 

○全 132 ページの構成

で、日本の地方別に見る

地図は、土地の高低と土

地利用による色分けを

組み合わせて視覚的に

内容を捉えやすい地図

表現となっている。 

○すべての文字にルビ

がふってあり、文字が大

きく、行間も広く読みや

すい。 

○「広く見わたす地図」

→日本の各地方を見る

地図→世界の地図と配

列し、発達の段階に応じ

て活用度の高い使用学

年の配列になるよう配

慮している。（p.21-30） 

○「江戸時代のむすびつ

き」では、歴史的な語句

と位置を確認できる他

に、学習に活用できる参

勤交代や江戸をテーマ

にした地図が掲載され

ている。（p.55,69） 

○47 都道府県のデジタ

ル地図では、地形や産業

など 8 つの主題図を簡

単に表示することがで

きる。また、豊富なデジ

タルコンテンツがあり、

児童の興味に応じて見

る こ と が で き る 。

（p.33-80） 

○地形のようすを、土地

の高さによる色分けと

カラーレリーフを組み

合わせて表現している。

（p.33-80） 

○竹島について、中国地

方のページの拡大図で

位置を示しながら「日本

の領土とそのまわり」で

は、写真と解説で紹介し

ている。（p.31-32,39） 

○石見銀山については、

中国地方の地図で位置

を表している他に、「日

本の世界遺産」をまとめ

たページで紹介してい

る。（p.127） 

○「日本の自然災害と防

災」では、事例と防災・

減災への取組が記され、

防災意識をもち自分の

行動を考えることがで

きるように工夫されて

いる。（p.101） 

○持続可能な社会の実

現に向けたSDGsの特設

ページが設けられ、各地

の取組や課題について

理解できるようにして

いる。（p.125） 

 

○世界の州別地図や

アメリカ合衆国の地

図には、自然や文化

などの特徴を表した

イラストを掲載して

いる。（p.93） 

○「日本の世界遺産」

では、QR コードに地

図とともに全ての世

界遺産のカラー写真

が掲載されており、

視覚的に理解するこ

とができる。（p.127） 

○各種地図の配色や文

字の大きさなどが読み

取りやすく作られてい

る点で特に優れてい

る。また、発達段階や

用途に応じて使いやす

い構成になっている点

も特に優れている。 

○地形のようすが捉え

やすくなるように、立

体感のある地図表現に

している。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 算数 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○具体的な生活場面か

ら導入を展開している。 

○つまづいた子どもが

解決の見通しをもてる

ように、子どもの考えの

ヒントになるような考

え方を吹き出しにして

示している。 

○見方、考え方につい

て、虫メガネのマークで

明記している。 

○導入問題を、図や言

葉、式で整理して一般化

を図っている。 

○割合の素地指導に重

点を置いて、構成してい

る。 

（例）４年上P.113 

○６年生「データの活

用」の学習で、長縄大会

の優勝チームを一人ひ

とりが予想できる構成

にすることで、対話が生

まれる工夫がされてい

る。 

○興味・関心を引き出す

オープニングムービー

が構成されている。QR

コードから、動画を閲覧

できる。 

○子どもに身近なもの

から、算数を見い出し、

学習を展開していく工

夫がみられる。 

（例）５年下p.96 

 

○既習を生かして考え

ることを促すと「同じよ

うに考えると」があり、

統合的に考えることが

できるように構成され

ている。 

（例）４年上ｐ.84 

○学習したことを基に、

発展的に考えることを

促す「それなら」の吹き

出しが作られている。 

 

○割合を求めるのに必

要な 2 量を見い出すこ

とから学習を展開して

おり、数学化のプロセス

を子ども自ら展開でき

るようにしている。 

○「算数で読みとこう」

という特設ページが設

けられ、実生活に算数を

生かして考えられるよ

うに構成されている。 

○複式の年間指導

計画が立てやすい

ように関連する内

容の単元を同時期

に実施できるよう

配置されている。 

○保幼小の円滑な

接続を重視し、１年

の教科書では、ブロ

ックを直接置くこ

とができるように

なっている。 

○学習内容の系統性が

数学的な見方・考え方で

整理されており、数学的

に考える資質・能力がよ

りよく育まれる構成と

なっている。 

○学習内容が、図や言

葉、式で整理して一般化

され、子どもにとって分

かりやすく使いやすい

構成となっている。 

○問題解決の過程に沿

った授業が展開できる

ように工夫された特に

優れた教科書である。 

Ｂ 

○ページの左端に、学習

場面が視覚的に捉えら

れるように矢印を用い

て示してある。 

（例）４年p.135-136 

○２年生以上の教科書

が 1 冊で構成されてお

り、ふりかえりや学びな

おしがしやすいように

配慮されている。 

○巻頭に、「算数の大切

な考え方」のページが設

けてあり、各ページの

「ひらめきアイテム」と

連動している。 

○知識・技能の定着に向

けたプラスワンの特設

ページが設定され、QR

コードを読み取り、子ど

もが自分で解答を確認

することができるよう

工夫されている。 

○写真や図を大きく示

し、子どもの興味・関心

が高まる工夫がされて

いる。 

○味という感覚的な確

からしさを数値化する

ことによって、「同じ味

になっているか」という

点で、対話的に学ぶこと

ができるように工夫さ

れている。 

（例）６年p.147 

○日常にある割引の場

面を考える学習を展開

し、基準量を見抜く力を

育成する工夫がなされ

ている。 

（例）５年p.197 

○言葉、図、式の関連を

図って、問題場面の構造

を見抜くことができる

ように工夫されている。 

○著名な人物へのイン

タビューの様子を見開

き1ページで紹介し、算

数を学ぶ価値を重視し

ている。 

○めあてに対応するま

とめを「発見！」として

掲載し、子どもの言葉で

学習を振り返るように

なっている。 

○SDGs に関連する

内容を扱い、現代的

な課題に対応して

いる。 

（例）５年p.173 

○アンプラグドプ

ログラミングとビ

ジュアルプログラ

ミングの両方を用

意することで、プロ

グラミン的思考を

工夫している。 

○算数を活用すること

や算数を学ぶ価値を子

どもが感じとることに

重点が置かれている。 

○知識・技能の定着に向

けた問題や QR コードを

用いた解答を設け、子ど

もが自分で学びを進め

ることができるよう工

夫されている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 算数 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｄ 

○６年に別冊をつけて

いる。既習事項を１冊で

振り返り、中学校の内容

を一部触れられるよう

になっており、中学校へ

のスムーズな接続に配

慮されている。 

○既習事項を基に解決

の方法を考えたり、答え

の見積もりをしたりで

きるよう、吹き出しを有

効に活用している。 

（例）２年上ｐ.55 

○巻頭に、「考え方モン

スター」のページが設け

てあり、それぞれの考え

方に名前とキャラクタ

ーをつけている。問題解

決につながるアイディ

アを自分で見つけられ

る工夫をしている。 

○問題解決につながる

作図の手順を動画で確

認することができる。 

○勝ち負けのあるゲー

ムの公平性を保つこと

を学習の目的にするこ

とで、子どもが進んで問

題解決するように工夫

されている。 

（例）３年上p.102 

○QR コードを読み取る

ことによって、導入の問

題を動画で子ども一人

ひとりが自分で確認す

ることができる。 

○めあての言葉が、問い

の形で表記され、子ども

が考える対象を焦点化

されている。 

○問いを中心にして、学

習活動が展開され、問題

解決の過程に沿った展

開になるように工夫さ

れている。 

○身近な問題を解決す

る PPDAC サイクルを学

びを通して、経験できる

ようにしている。さら

に、そのイメージが図で

示され、考え続けようと

する子どもの育成を目

指している。 

（例）６年p.212-215 

○「発てん 中学校」と

いうトピックがあり、中

学校と小学校の学びの

接続が図られている。 

○見方・考え方の連

続性と系統性を視

覚的に捉えられる

よう工夫されてい

る。 

○「算数パトロール

隊」というページが

単元によっては設

けられており、よく

ある間違いを紹介

することで、正しい

理解につなげよう

としている。 

○子どもが既習事項を

想起しながら問題を解

決することができるよ

うに工夫されている。 

○問いが学習の起点と

なっており、問題解決の

過程に沿った授業を展

開できるように工夫さ

れている。 

Ｆ  

○巻末の「学びマップ」

には、学年の学習内容を

まとめてあり、充実して

いる。 

○動画の再生速度を選

ぶことができ、子どもの

実態に合わせて学びを

進めることができる。 

○学習のまとめに、まと

めアニメーションが設

けられ、視覚的にも理解

が深められるように工

夫されている。 

○数学的見方・考え方を

して、対話を通して学ぶ

ことができるような、問

いを設定している。 

○単元の導入問題の前

に問いが示されており、

何を解決していくのか、

見通しをもって学習で

きるようになっている。 

○ページ右下に、「算数

広場」「もっとやってみ

よう」など、今、学習し

ていることに対して、さ

らに興味や関心が広が

る内容を紹介している。 

○学年始めの単元では、

授業モデルを掲載し、問

いをつなげる展開を学

びサイクルに位置付け

る工夫がされている。 

○学年末「算数を使って

考えよう」では、全国学

力調査をふまえ、学習し

たことを総合的に活用

する問題を掲載してい

る。（２年～６年） 

○単元末に、「学んだこ

とを使おう」が設定され

ており、学んだことを活

用して、問題を解決する

構成になっている。 

○「学びの手引き」のペ

ージがあり、学年のまと

め問題をすることがえ

きる。QR コードを読み

取り、子どもが自分で解

答を確認することがで

きるよう工夫されてい

る。 

○右利き、左利き両

方の動画が紹介さ

れ、どの子どもも学

びに向かうことが

できるよう工夫さ

れている。 

（例）４年上p.118 

○３年「表とぼうグ

ラフ」では、実生活

の中にある数学的

事象を動画で見て

体験を代替するこ

とができる。 

○作図の手順など、問題

解決に向かう手立てが

QR コードなどにより丁

寧に説明されている。 

○タブレットを用いて

子ども一人ひとりの実

態に応じた学習活動を

展開するための工夫が

みられる。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 算数 】 No．３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｋ 

○全ての主問題で、QR

コードから「解説動画」

の視聴ができ、自学のサ

ポートのみならず、災害

時などの休校時におい

ても、学びの保証ができ

るようになっている。 

○複数の解法を示され、

問題を多面的に解決し

ていこうとする子ども

が育成されるよう工夫

されている。 

（例）５年p.147-149 

○単元末に「学びのまと

め」のページがあり、理

解を深め、発展的に考え

ることができるよう、工

夫されている。 

○巻頭「考えの進め方」

では、前学年で取り組ん

だ問題解決のプロセス

に照らして「数学的な見

方・考え方」を整理する

ことができるようにな

っている。 

○仁摩サンドミュージ

アム、温州そろばん、出

雲大社が掲載されてお

り、島根に関連した教材

となっている。 

○単元導入時に、単元全

体を通しためあてが明

示され、子どもが見通し

をもって学習に取り組

むことができるように

工夫されている。 

○学習の進め方の図が

示されており、問題発

見・解決の過程を子ども

がイメージをもって学

習しやすい。 

○現実問題の解決に向

かう行動決定を算数の

視点から考えることが

できるように工夫され

ている。 

（例）４年 

○系統性をふまえて、割

合の学習が構成されて

いる。数量関係を捉える

ための図も工夫されて

いる。 

○子どもの未来を支え

る学びとして、「統計」

が位置付けられ、子ども

が必要感をもって学ぶ

ことができるよう工夫

されている。 

（例）４年上p.23-35 

○夏休みの前に自

由研究のコーナー

を設け、見方・考え

方を深める活動を

例示し、探究活動の

楽しさに触れられ

るよう工夫されて

いる。 

○表紙は立体的な

楽しさを感じられ

るよう工夫されて

いる。 

○全ての主問題で、QRコ

ードから「解説動画」の

視聴ができ、自学のサポ

ートのみならず、災害時

などの休校時において

も、学びの保証ができる

ようになっている。 

○単元導入時に、単元全

体を通しためあてが明

示され、子どもが見通し

をもって学習に取り組

むことができるように

工夫されている。 

Ｌ 

○巻末に、「算数マイト

ライ」のページがあり、

「しっかりチェック」

「ぐっとチャレンジ」

「もっとジャンプ」と習

熟度別に学習を進める

ことができるよう工夫

されている。 

○練習→わかっている

かな→たしかめよう、と

いった段階が分かりや

すい構成となっている。 

○ペア対話のモデルを

イラストと吹き出しで

提示することで、ペア対

話を促そうという工夫

がされている。 

（例）４年下p.48 

○「ひょうとグラフ」の

単元では、１年生へのプ

レゼントを題材とする

ことで、２年生に進級し

た児童の必要感にせま

る工夫がされている。

（例）２年上p.12 

○「次の学習のため」の

コーナーでは、QR コー

ドからヒントと答えに

アクセスすることがで

き、家庭学習でも全学年

までの内容を復習でき

る工夫がされている。 

○「まとめ」の文が「～

できます。」と表現され、

何ができるようになっ

たか子どもが自覚でき

るよう工夫されている。 

○３～６年までに、倍の

学習を系統立てて構成

している。乗法・除法の

演算決定の問題が充実

しており、倍の意味理解

が深まるよう工夫され

ている。 

○ブロックの数に着目

して、1/3を作る学習が

取り上げられ、割合の素

地を系統立てて育成す

る工夫がなされている。 

○防災・減災を扱った題

材を取り上げ、算数をよ

りよい生活を作ること

に生かすことができる

よう工夫されている。 

（例）２年下p.61 

○「使ってみよう」では、

学習したことを生活の

場面に生かし、算数の楽

しさや意義を実感でき

るよう工夫されている。 

○問題づくりをす

ることを通して、加

法や減法が用いら

れる場面とその意

味について理解が

深まるように工夫

されている。 

（例）１年②ｐ.25 

○５・６年の教科書

には教科担任制を

想定し、学びの現在

地を示す工夫がさ

れている。 

○定着のための問題が

習熟度により選ぶこと

ができる設定が行われ

ており、子どもが、主体

的に学習に向かうこと

ができるよう工夫され

ている。 

○何ができるようにな

るか確かめながら学習

を展開することができ

るような工夫がなされ

ている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 理科 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○導入をしやすいよう、

各単元の始めに大きな

写真を掲載し、児童が問

題をつかみやすくなる

よう工夫されている。 

（各学年 単元始め） 

○内容が精選されてお

り、１ページあたりの情

報量を絞ることで、児童

に過度な負担がないよ

う工夫されている。 

○表紙に各学年を貫く

問いが記載されており、

１年間で身につけさせ

たい力を見通せるよう

になっている。（各学年 

表紙） 

○１年間で学ぶ内容を

領域（物化生地）ごとに

整理し、児童が各領域の

イメージをもてるよう

になっている。（各学年

巻頭） 

○モンシロチョウの幼

虫の実物の大きさが分

かるように、鉛筆で描く

活動が取り入れられて

いる。（３年p.26） 

○「物の体積と温度」の

導入では鉄道のレール

を例に、温度による金属

の体積変化を身近な事

象に結び付け、児童にと

らえやすくしている。

（３年p.127） 

○「流れる水のはたら

き」では、斐伊川を取り

上げ、児童にとって身近

に感じられる内容とな

っている。（５年p.76） 

○どの学年でも SDGｓ

を意識した内容が巻末

に取り上げられており、

今日的な課題にも目を

向けられるようになっ

ている。 

○「理科の世界たんけん

部」では、単元のまとめ

時に実生活へのつなが

りを意識することがで

きるようになっている。

（４年p.105） 

○「広げよう理科の発

想」では、その道のプロ

の話を聞くことができ、

より発展的な内容に目

を向けることができる。

（５年p.27） 

○どの学年とも既

習事項の振り返り

ができるよう QR コ

ードが配されてい

る。（各学年p.3） 

○感染症対策の面

から、チャック付き

ポリエチレン袋を

使い実験方法が工

夫されている。（６

年p.129） 

○学びを広げるため、QR

コードを各ページに配

し、実験の方法や資料映

像、話し合いの仕方など

を視聴できるようにな

っている。 

○実験観察において、朱

書きで安全のための配

慮事項が分かりやすく

明記されている。 

○以上の理由から特に

優れた教科書である。 

Ｂ 

○巻末に次年度で学習

する内容が記載されて

おり、次年度を見通すこ

とができる。（各学年 

巻末） 

○各学年で育成したい

問題解決の見方や考え

方をキーワードとして

示している。（各学年 

巻頭） 

○身近な道具を実験材

料に用い、児童と共に実

験観察を行いやすくし

ている。（４年p.19、５

年p.35） 

○「音のふしぎ」では糸

電話にスパンコールを

取り付け、児童が音を視

覚的に捉えられるよう

工夫されている。（３年

p.117） 

○「しぜんの生き物図

鑑」では、QR コードを

用い児童が調べやすく

する工夫がされている。

（３年巻末） 

○「理科のたまて箱」で

は、学習内容を身近に感

じられるように内容が

工夫されている。 

○実生活で活用できる

「災害に備えようブッ

ク」を作成し、防災意識

を高められるようにな

っている。（５年巻末） 

○回路の表し方を電気

用図記号を使い紹介す

ることに加え、全ての回

路を記号で表わすこと

で、児童が日常的に記号

使えるよう工夫されて

いる。（４年p.35） 

○「理科の学びに役立て

よう 他の教科とつな

げよう」では、他教科と

のつながりを意識でき

るよう工夫されている。

（５年p.172、３年 

p.191など） 

○各単元で学習内容を

生かしたものづくりに

ついて参考例が挙げら

れ取り組みやすくなっ

ている。（３年p.186- 

187） 

○目では見えない

空気の様子につい

て図式化すること

で、児童がイメージ

を共有しながら学

べるようになって

いる。（４年p.45） 

○「科学者の言葉」

として偉人が取り

上げられており、児

童がこれまでの科

学の発展の歴史に

ついて触れられる

ようになっている。 

○各学年の裏表紙に各

地のジオパークの写真

が掲載されており、児童

が地形や地質について

関心をもちやすくなっ

ている。（各学年裏表紙） 

○各単元のまとめに学

習したポイントを復習

できるよう問題が工夫

されている。（５年p.38） 

○以上の理由から優れ

た教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 理科 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｄ 

○「理科モンスター」で

は、キャラクターを用い

その実験や観察におけ

る技能を分かりやすく

配列している。（各学年

巻頭） 

○比較的サイズが小さ

いことから１ページあ

たりの情報量が多い。 

○「物の燃え方と空気」

では、空気を粒子モデル

を用いて示すことで、空

気についてより実感を

もって学ぶことができ

るようにしている（６年 

p.22） 

○巻末にチェック式で

実験器具の扱い方が記

載されており、安全に配

慮できる構成となって

いる。（各学年巻末） 

○３年「風のはたらき」

では、1人1人風車を自

作することで、全員が実

感をもって学習するこ

とができるようになっ

ている。（３年p.110） 

○水中の音を扱うこと

でより発展的な興味・関

心を深められるように

なっている。 

（３年p.94） 

○「流れる水のはたら

き」では、「ふりかえろ

う」に斐伊川が取り上げ

られており、身近に感じ

ることができる。（５年

p.117） 

○「冬の天気」（松江市

の写真）「大地のつくり

と変化」（出雲市の写真）

が掲載されており、児童

が身近に感じられる題

材となっている。（５年

p.142、６年p.153） 

○各学年の SDGｓの 17

の目標が掲載されてお

り、単元別に当てはまる

項目が分かりやすく示

されている。 

○「もっと知りたい」で

は、身近な生活と結び付

けたり、発展的な実験を

したりしてを興味を深

められるなっている。

（６年p.61） 

○巻末に「科学を知

ろう・科学者の言

葉」が設けられ、先

人の功績について

興味を深められる

ようになっている。 

○「電気と私たちの

生活」では発展的に

プログラミングに

ついて紹介し、実際

につくることがで

きるようになって

いる。（６年p.196） 

○単元配列が他の教科

書会社と違いがあるた

め、科学館学習に影響が

出ると考えられる。 

○各学年の巻末に索引

が掲載されており、児童

が該当ページを見やす

い工夫がされている。

（各学年 巻末） 

 

Ｆ 

○初めて理科を学ぶ３

年生に、生活科と理科の

違いを分かりやすく説

明し、理科学習への意欲

を高めることができる

ようになっている。（３

年p.2） 

○身近に見られる植物

を図鑑形式で取り上げ、

その植物について花の

色ごとに分類し、葉の形

などを紹介している。

（３年p.14） 

○温度による空気の体

積変化をいろいろな方

法で確かめられること

を紹介し、児童が自分な

りの実験方法を工夫で

きるきっかけとなって

いる。（４年p.133） 

○「体のつくり」では、

表紙裏、p.33 において

パラリンピックの選手

を取り上げ、関節のつく

りについて解説してい

る。（４年生p.33） 

○種子の発芽に空気が

必要であることを確認

するために、エアポンプ

を使って水中で発芽さ

せる実験を紹介してい

る。（５年p.32） 

○他の動物の呼吸、消

化、吸収の仕方も取り上

げ、人の体の仕組みにつ

いての理解をさらに深

め、中学校への学びにつ

なげている。 

○「季節と生き物の変

化」では、全国９地点を

定点観測し、その写真を

掲載することで、地方に

よる季節の変化を示し

ている。（４年p.18,69, 

125,177） 

○「土地のつくり」では

近隣の地層を取り上げ、

児童が身近に感じられ

るようになっている。

（６年p.108） 

○「国語で学んだ力を生

かそう」では、各学年の

巻頭において国語科で

学んだ力を生かせるよ

う表現の仕方を紹介し

ている。（各学年p.5） 

○身の回りにある電磁

石を利用したものを紹

介することで、児童が実

生活と結び付けられる

ようにしている。 

（５年p.144） 

○裏表紙「理科安全

のてびき」では、各

学年とも安全の配

慮事項が明記され

ている。（各学年裏

表紙） 

○「人や他の動物の

体」では、実物大の

体のイラストを掲

載し、目では見えな

い内臓をイメージ

しやすくしている。

（６年p.42‐43） 

○各学年において前学

年での学びを想起させ、

分かったことを確かめ

ることで、当該学年での

学びにつなげようとし

ている。（各学年 巻頭） 

○各単元別に学ぶこと

の共通事項を「受けつが

れる生命」としてまとめ

ることで、より深い学び

になるよう工夫してい

る。（５年p.190‐191） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 理科 】 No．３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｋ 

○「たんけんシート」に

昆虫・植物の特徴が図鑑

形式でまとめられてお

り、切り取って野外に持

ち出せるように工夫さ

れている。（３年 巻末） 

○各学年、表紙裏では理

科の学習の問題解決の

流れが図式化されてお

り、児童が学習の流れを

イメージしやすくなっ

ている。（各学年表紙裏） 

○どの学年でも「季節ご

よみ」を記載し、年間の

見通しをもって栽培・飼

育できるように工夫さ

れている。（各学年p.7） 

○「空気の温度と体積」

では、実験にゼリーを用

いることで、視覚的に実

験結果をとらえやすい

よう工夫されている。

（４年p.117） 

○「水のすがた」では、

ポップコーンを取り上

げることで、既習事項を

用いて考える活用問題

として、児童の興味・関

心を深めることができ

る。（４年p.169） 

○身近なスナック菓子

を取り上げ、酸・アルカ

リについて児童の興

味・関心を高める内容と

なっている。 

（６年p.112） 

○「流れる水のはたら

き」では、川の増水によ

ってけずられた地面の

様子について江津を取

り上げている。（５年

p.115） 

○「大地のつくりと変

化」では日本を覆った火

山灰として松江市を取

り上げ、児童が身近に感

じられる内容となって

いる。（６年p.132） 

○「WITH THE EARTH」

では町にある防災・減災

への工夫を取り上げ、児

童が学習と生活を結び

付けてとらえられるよ

うに工夫されている。

（３年 p.58‐59、５年

p.25,67） 

○他教科との関連を捉

えやすいように、教科名

を明記している。(４年

p.63,101) 

○各学年で巻頭に

理科でのICTの有用

性について触れて

おり、授業における

ICT 活用へのハード

ルを低くしている。 

○４年生からプロ

グラミングを取り

上げ、早い段階から

プログラミングの

基礎に触れること

ができるようにし

ている。 

（４年p.153） 

○各学年の巻末に「ワク

ビット」が掲載されてお

り、映像とともにその学

年で学んだことを振り

返ることができるよう

工夫されている。（３年

p.184） 

○「理科につながる算数

のまど」として、理科で

使う算数科の知識がま

とめられており、児童が

実験結果を正確に集計

できるようになってい

る。（５年p.186-187） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 生活 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○「保護者の皆様へ」と

してスタートカリキュ

ラムの意義や内容につ

いての説明がある。 

○「やってみよう」「や

くそく」などの場面が右

上にイラストで例示し

てあり、生活の中で、具

体的に考えることがで

き、活動の見通しがもて

るように工夫されてい

る。 

 

○まちたんけんマップ

や探検計画書などの書

き方の例が大きく掲載

され、見通しをもって学

習に取り組むための工

夫がされている。 

○植物の育ちや校庭や

町の様子を季節で比較

しながら繰り返し紹介

することで、気付きの質

を高め、学習を深めるこ

とができるように構成

されている。 

○「いきものずかん」や

「あきのおもちゃずか

ん」「クイズ」など、児

童の興味・関心にあわせ

て、自ら調べることがで

きる工夫がされている。 

○見開きの大判のダイ

ナミックな活動写真が

取り入れてあり、児童の

興味・関心を引き出し、

活動意欲を高める工夫

がされている。 

 

○「学びをふかめる」コ

ーナーでは、試行錯誤の

大切さや疑問に思った

ことを尋ねに行く場面

があり、学びを深める工

夫がみられる。 

○校外学習の場面では、

幼児、高齢者、外国人な

ど様々な人と協働して

一緒に思いや願いを実

現する活動が掲載され、

インクルーシブ教育に

配慮されている。 

○上下巻とも最後に「か

つどうべんりてちょう」

が掲載されており、観察

の仕方や道具の使い方

など繰り返し見返し、参

考にすることができる。 

○国語や算数で学習し

たことを生かす場面が

示してあり、他教科との

つながりを意識するこ

とができるよう工夫さ

れている。 

 

○随所に二次元コ

ードが掲載されデ

ジタルコンテンツ

が活用できる。 

○育成を目指す脂

質・能力を端的な表

現とマークで明示

し、教師が指導と評

価の一体化を意識

できるように配慮

されている。 

 

○大判の教科書で、写真

やイラスト、文字が分か

りやすくなっている。 

○低学年の発達段階を

考慮し、児童が学んだこ

とを表現する場面で、多

様なICT機器等の表現方

法が掲載され、２年間で

徐々に活動の質が高ま

るよう配慮されている。 

以上のような理由で、当

社が特に優れていると

判断する。 

Ｂ  

○「きもちマーク」に記

入することにより、子ど

も自身が心の動きを表

現することができ、満足

感や成就感、自信ややり

がいを感じることがで

きるように工夫されて

いる。 

○二次元コードで、昆虫

の動画や遊び方の例が

多く示してあり、必要に

応じて情報を得られる

ようになっている。 

○人との関わりを中心

に春と秋の町探検が繋

がるような単元構成に

なっている。さらに、相

手意識をもたせ、表現活

動に意欲的に取り組む

ことができるようにし

ている。 

○見開きごとに、児童が

見通しをもって活動に

取り組むことができる

ように具体例が示され

ている。 

○「春見つけビンゴカー

ド」は、教科書から切り

取って活用でき、児童が

興味をもって春見つけ

を行うことができるよ

うにしている。 

○モノクロ写真を使用

し、想像する楽しさ、実

際の色を見て知る楽し

さを実感することをと

おして意欲的に活動で

きるように工夫されて

いる。 

○日本各地の凧やおや

つを紹介することで、自

分たちが住んでいる地

域の文化について、興

味・関心をもつことがで

きるように工夫されて

いる。 

○観察カード等短い文

章から、手紙や振り返り

カード等長い文章を示

すことで、二年間を通し

て、質や量が高まる工夫

がされている。 

○「がくしゅうどうぐば

こ」、「webがくしゅうど

うぐばこ」を掲載し、学

び方や多くの資料を紹

介することで、学習に活

用することができる。 

○SDGｓの目標を取り上

げるなど、自分たちにも

できることがあること

に気づかせ、考えるきっ

かけをつくる工夫をし

ている。 

○低学年なりの探

究のプロセスがわ

かりやすく表現さ

れ、活動の見通しを

もちやすい工夫が

されている。 

○「きらきらこと

ば」や「せいかつこ

とば」が掲載してあ

ると同時に、言語活

動例も示され、発達

の段階に合わせた

語彙の獲得に配慮

されている。 

○教科書に直接書き込

めるように「～したい

な」「気持ちマーク」な

どのコーナーを設けて

工夫し、児童の思いを表

現しやすくしている。 

○実生活で活用できる

よう語彙を増やす工夫

がされている。また、手

紙や振り返りカードな

どの様々な表現活動に

生かす工夫がされてい

る。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 生活 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｄ  

○下巻P57では、観察記

録の一連の流れがあり、

児童が活動の見通しが

もちやすい。また、記録

の書き方を分かりやす

く掲載している。 

○「家の仕事に挑戦しよ

う」では、教えてもらっ

たことを伝えたり、気付

いたことを手紙にした

りする一連の流れがわ

かりやすく記載されて

いる。 

○「ものしりのうと」や

「ものしりずかん」で

は、朝顔の様子などが分

かりやすく掲載されて

いる。また、二次元コー

ドから具体的な資料が

みられるよう工夫され

ている。 

○「まちたんけん」の単

元がまとめて掲載され

ていて、見通しをもって

活動を計画することが

できる。（下p.4-35） 

○たくさんできた種や

咲き終わった後のツル

をどうするのか、児童の

思考に合わせた表現方

法が掲載されている。

（上p.44,45） 

○「生きものと友だち」

の単元では、イラストの

中にいる生き物の名前

をクイズ形式で学ぶ仕

掛けがあり、興味・関心

をもって学習に取り組

めるよう工夫している。 

○手作りおもちゃで遊

ぶ活動では、人と関わる

場面を大切にした、具体

的な例が写真などで示

され、協働的な学びにつ

ながるよう工夫されて

いる。 

○生き物や植物の名前

や写真を数多く掲載し

ており、教科書を図鑑が

わりに持ち運べるよう

になっている。 

○上P58「ものしりのう

と」では、みんなで遊ぶ

遊びを掲載し、体育と関

連させている。 

○「もっと～したいな」

のコーナーでは、専門家

の話などを掲載し、学習

したことを生かしなが

ら、さらに発展的な学習

に取り組めるよう工夫

されている。 

○「作ってあそぼう

うごくおもちゃ」で

は、廃材を利用して

作ることができる

おもちゃが紹介さ

れている。 

○見開き1ページを

一つの活動単位と

し、主体的・対話的

に活動し、伝え合い

振り返るという学

びのつながりが分

かりやすい。 

○「学び方図かん」では、

学ぶ力をつけるための

「わざ」として、多くの

例が紹介されており、実

際の場面で活用できる

よう工夫されている。 

○上巻、下巻を通して、

児童と一緒に成長して

いくキャラクターを活

用し、友達や周りと関わ

り合いながら変容し、成

長していく姿を明確に

している。 

Ｆ  

○「はじめのいっぽ」で

は、幼児期の様子をイラ

ストで掲載し、これまで

の経験を児童が想起で

きるとともに教師が幼

児期からの学びの連続

性を確認できる。 

○単元の最後に自分の

考えやもっと知りたい

ことなどを書き込むペ

ージがあり、教科書に自

分の思いを記録するこ

とができる。 

○「？くん」が学び方を

ナビゲートし、学び方を

自分で見つける構成に

なっている。 

○見つける、比べる、た

とえる、試す、見通す、

工夫するなどの多様な

学習活動を「ひんと」で

示し、意欲的な活動につ

ながるような工夫をし

ている。 

○二次元コードを読み

取ることで「でじたるず

かん」を見ることができ

るようになっており、児

童が調べたいことを自

分で調べる力を育むこ

とにつながる。 

○キャラクター「いぐ

ら」や「花ちゃん」「光

くん」を設け、児童と同

じ目線で一緒に学習で

きるよう設定されてい

る。 

○「かぞくにこにこ大さ

くせん」では、様々な家

族形態が紹介されてお

り、家族の多様化につい

て配慮されている。 

○「のはらのカレンダ

ー」では、季節ごとの植

物や生き物を見開きで

確認できるよう工夫さ

れている。 

○上巻、下巻共に巻末に

「学びのポケット」を掲

載し、教科のアイコンを

つけて関連付けながら、

生活科で身につけたい

知識や技能の習得を促

す配慮をしている。 

○「はってん」コラムで、

他教科や中学年以降の

理科や社会科との接続

を図る工夫がみられる。 

○「ぐんぐんはし

ご」などで自己評価

をし、単元や学期ご

とにまとめ、振り返

ることで、児童の意

欲をより高める工

夫がされている。 

○児童の活動を広

げることができる

ような教師の吹き

出しの言葉があり、

児童の成長してい

る姿が表れている。 

○6 つの力「きづく～じ

しんをもつ」がさいころ

に記載されている。特に

最後の「つたえる」「じ

しんをもつ」では、児童

が学びを振り返る工夫

がされている。 

○各単元のとびらに「わ

くわくスイッチ」を設け

て、思いや願いを大切に

して学習に向かうため

の工夫をしている。 

以上のような理由で、優

れていると判断する。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 生活 】 No．３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｉ  

○幼児期からの円滑な

接続を図るために、お話

作りからスタートする

内容になっている。ま

た、幼児期の終わりまで

に育ってほしい10の姿

を掲載し、家庭との連携

に活用することができ

るようになっている。 

○単元の終わりに「もっ

とやってみよう」のコー

ナーがあり、児童が学習

したことをもとに学び

を深める工夫がある。 

○ページ右下に「ふりか

えろう」のコーナーがあ

り、児童が振り返りをし

やすい工夫がされてい

る。 

○単元扉のページは、児

童の豊かな表情が大き

く写真で掲載されてお

り、児童が願いをもつこ

とができるよう工夫さ

れている。 

 

○「こんなこともあるか

もね」では、多様な考え

がイラストで示されて

おり、児童が互いの考え

を許容しあい、笑顔にな

れる内容となっている。 

○ICT の活用の仕方を

紹介しながら、興味・関

心をもって活動に意欲

的に関わることができ

るように工夫されてい

る。 

○各単元の最後に振り

返る場面を設け、今の気

持ちを書いたり、手紙を

書いたりする活動を取

り入れ、自分の気持ちを

書き表す力を高める工

夫がされている。 

○「はなやくさであそぼ

う」の活動の場面には、

「どうすればもっとう

まくできるだろう」とし

て考え方のヒントを提

示している。 

○単元の終末には、「楽

しい毎日につなげよう」

として、学んだことを生

活に生かそうとする意

識をもたせる工夫がさ

れている。 

○「ひろがるせいかつじ

てん」には、単元に即し

た内容のみならず、汎用

的な資料も掲載してお

り、日常に広く活用する

ことができる。（上下巻

末） 

○児童の活動例と

して掲載されてい

る写真では、対話を

している場面が多

く、対話を通して気

付きを深めること

を促す工夫がされ

ている。 

○ヨシタケシンス

ケ氏の絵と言葉か

ら、児童の興味・関

心をかき立てるよ

う工夫がされてい

る。 

○取り外し可能な「ひろ

がるせいかつじてん」

「きせつのなかまたち」

がついており、汚れにく

く、野外での活動に適し

た工夫がされている。 

○小単元ごとに学習展

開が一目でわかる構成

になっていて、児童が意

欲をもって、学びを深

め、振り返り、次へつな

がる学びの工夫がされ

ている。 

Ｋ  

○上巻「がっこうだいす

きいちねんせい」では、

幼児期の生活を思い出

しながら、安心して小学

校生活を送ることがで

きるよう工夫がされて

いる。 

○「あきあそびをたのし

もう」では、場づくりや

どんなおもちゃを作っ

ているかについて、児童

が取り組みやすいよう

見開きで示されている。 

○ページの端には「もっ

となかよくなりたいな」

などの言葉が書いてあ

り、児童の気付きや思い

が次の活動につながる

ように工夫がされてい

る。 

○「できるかな、できた

かな？」では、育てたい

資質・能力の3つの柱が

整理してあり、指導や評

価の手掛かりとなるよ

う構成されている。 

○豊かな表現力や、基礎

的な知識・技能を身につ

けるため、「びっくりず

かん」「がくしゅうずか

ん」「デジタルたんけん

ブック」の3つの図鑑を

掲載している。 

○二次元コードが掲載

され、クイズや動画を見

ることができ、児童が自

分で必要な情報を得る

ことができるよう工夫

されている。 

○家庭でも生活科の学

習に取り組めるような

ワークシートが紹介し

てあり、児童が主体的に

学ぶことができるよう

工夫がされている。 

○命の大切さを感じる

ことができる挿絵を掲

載し、自分の身の回りに

は、たくさんの命がある

ことに気付くことがで

きるよう配慮されてい

る。 

○作文を書いたり、身体

表現をしたりして、他教

科との連携を図ること

で、指導の効果が高まる

工夫がされている。 

○生き物の育て方につ

いて、外来種を飼うとき

に気を付けることを

SDGs も関連させて掲載

し、自然環境や生態系保

全に気付かせる工夫が

されている。 

○一年間の流れに

沿って振り返りが

掲載されており、自

分のこととして振

り返りやすい。 

○下巻の「ステップ

ブック」では、幼児

期や生活科で培っ

た資質・能力を自覚

し、３年生への期待

感を高め、自信をも

って進級できるよ

う工夫されている。 

○板書事項や机の配置

などが挿絵によって示

されており、授業者が授

業のイメージをつかめ

るように配慮されてい

る。 

○学びの連続性を大切

にし、単元の導入、主な

活動、振り返りを「わく

わく、いきいき、ぐんぐ

ん」という児童にわかり

やすい言葉の3段階構成

で示している。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 音楽 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｆ 

○「共通教材」において、
歌の情景を大きな写真
で示したり、その曲の背
景の説明をしたりして
興味関心を高めるため
の工夫がある。そして、
その曲を通して学ぶべ
き事項が示されている。
(３年p.40-43) 
○一つの題材に対して
扱う楽曲が絞られてお
り、児童の実態に応じて
柔軟的な指導を行うこ
とが可能である。(５年
p.14) 

○「音楽ランド」に魅力
的な曲を準備してあり、
楽しんで学習できるよ
うに工夫してある。(２
年生 もくじより) 
○１年の音楽づくりに
おいて「簡易的な旋律づ
くり」(１年 p.59)から
５年の「和音に合わせた
旋律づくり」(５年 
p.20)、そして６年の「循
環コードをもとにした
アドリブ」(６年 p.36)
まで系統性をもって学
習することができるよ
うになっている。 

○鑑賞(３年 p.56)、リ
コーダー(３年 p.23)ワ
ークシート(３年 P.57)
など、QR コードで必要
な資料を示すことで学
習に取り組みやすくな
っている。 
○「音楽のもと」をペー
ジ上に示し、児童自身が
見つけたことをメモで
きるスペースがある。
（３年p.27） 
 

○鍵盤ハーモニカが実
寸で提示されており、学
習の導入で説明する時、
運指の練習など、授業場
面に応じた扱いができ
る。(１年p.35) 
○和音の学習について、
５年で学んだことを生
かし、６年では循環コー
ドをもとにしたアドリ
ブまで膨らませるなど
専門性の高い内容に触
れている。(６年p.36) 
 

○「ショートタイムラー
ニング」として英語の歌
や九九の歌など、どの学
年でも教科横断的に取
り組むことができるよ
うにしている。(既習曲
を英語で再度提示)(１
年p.70) 
○「日本のお祭り」の曲
について季節ごとに多
数示し、その後世界のお
祭りの音楽につなげ視
野を広げられるように
している。(４年p.42) 

○「音楽を形づくっ
ている要素」を「音
楽のもと」として表
現し、高学年におい
ては楽譜を使いな
がら専門性をもっ
て解説をしている。
(５年p.78) 
○「学習マップ」で
１年間の学習のな
がれを順序だてて
示している。(５年
p.4) 

○「音楽ランド」に楽曲
が多数掲載されており、
これを扱うことにより、
既習事項の再確認や新
たな気づきにつながり、
音楽への視野を広げた
り学習を深めたりする
ことができるなど、専門
性を生かした指導がで
きる教科書である。(５
年、６年ともp.78) 

Ｇ 

○題材ごとに歌唱、器
楽、鑑賞がバランスよく
配列されている。(２年
p.6もくじ) 
○学期に1回ずつ「音楽
づくり」の題材を示すこ
とで取り組みやすい内
容になっている。(２年
p.6もくじ) 
 
 

○教材の配列が学期ご
とに示してあり、系統立
てて指導しやすくなっ
ている。(４年p.6) 
○「教科書に出てくるし
るし、マーク」が全学年
共通にあり、児童の学習
に向かう思考のながれ
について見通しを持た
せやすい。(１年 p.30 
うみ等) 
 

○「音楽を形づくってい
る要素」についてページ
下の開きのところに見
やすく示してある。(３
年p.43) 
○キャラクターの吹き
出しの言葉が、学習の見
通しやヒントにつなが
っている。(６年p.21) 

○地域の芸能が裏表紙
に示してあり、特に４年
生では「石見神楽」を掲
載しており地域への愛
着を深められる工夫が
ある。(４年裏表紙) 
○３年以上の「音楽づく
り」において、終末では
伝えあい活動を取り入
れ、思いや意図を発表し
あう協働的な学習を行
うことができる。(６年
p.31) 

○特集として「著作権」
や「音楽の持っている力
や役割」についての記述
があり、音楽と実生活を
結び付けているように
している。(６年 p.23, 
43) 
○「うたいつごう日本の
歌」を特設し、世代を越
え家族で音楽を楽しむ
ことができる工夫があ
る。(４年p.70) 

○「音楽を形づくっ
ている要素」につい
て「ふり返り」のペ
ージで項目ごとに
示してあり、扱って
いる教材のページ
も示してある。(５
年p.82) 
○巻頭に学習内容、
発達段階に応じた
読み物を掲載して
おり、音楽への興味
関心を深められる
ようにしている。
(３年以上の巻頭
等) 

○個々の教材に「見つけ
る」「考える」「歌う」な
ど、指導のながれやポイ
ントを分かりやすく示
してあり、指導について
見通しを立てやすくな
っている。(６年p.33) 
○音楽専科でなくても、
誰もが同じの水準で指
導することができる。そ
のための題材名の提示、
教材配列についての工
夫がなされている優れ
た教科書である。(５年
p.6,7) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 図画工作 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｃ 

○扉のページに学習の

ねらい、一年間の題材が

示され、児童は学習の見

通しと意欲を持つこと

ができる。１年生は、保

幼との連続性が示され

ている。 

○本書の表題は、その学

年で目指す児童の姿が

端的に記され、児童と指

導者が共通したテーマ

で授業に向き合える。 

○古着を再利用する教

材もあり、SDGS の視点

を盛り込んだものとな

っている。（３・４年上

p.12-13） 

○アニメーションや動

画など、描画だけでなく

様々な表現方法につい

て学ぶことができる。 

○線による表現や墨・針

金を使った表現など、抽

象的な表現方法も取り

上げている。（５･６年上

p.14-15，下p.35-39） 

○学習のねらいや助言

を示すキャラクターに

より、児童が意欲をもっ

て表現活動ができる。  

○各教材欄にQRコード

があり、準備物や授業内

容について動画で確認

ができる。 

○各教材に、アイデアシ

ート・作品カード・ふり

かえりシートが用意さ

れ、発想を深めたり自己

評価をしたりできる。 

○出雲市の「一式かざ

り」（５・６年上p.57）

が掲載されており、島根

県の伝統文化の良さに

気づくことができる。 

○日本各地の伝統工芸

が紹介され、各地域の良

さや伝統技法について

触れている。３年生以上

は、「地域に学ぶ」「地域

とつながる」「地域の材

料を生かす」をテーマに

造形活動を示している。 

○他教科との関連学習

について具体的な案が

示され、教科横断的な視

点で学習が構成されて

いる。 

○学校内だけでなく校

外の自然や空間を生か

した教材もあり、身近な

生活の中に造形表現を

見出すきっかけを与え

ている。 

○各教材欄に QR  

コードがあり、表現

のねらいや製作の

仕方等について理

解して取り組める。 

○各題材の準備物

が、ページ左上にイ

ラストで示され、ま

た巻末に、用具や材

料の紹介が記載さ

れおり、児童が主体

的に準備・製作がで

きる。 

○本書における地元作

品の掲載は、本県の良さ

の再発見に繋がるとと

もに、図工への興味関心

をより高めるものとな

っている。 

○児童の主体的・意欲的

な造形活動を支えよう

とする教科書づくりが

されている。また、教師

への支援もされている

点においても優れてい

る。 

Ｌ 

○１・２年上には、保幼

小の連携を意識した、作

品や制作活動時の写真

が掲載されている。 

○扉のページに、学習活

動と教科書の使い方に

ついて、分かりやすく示

されている。 

○「教科書美術館」の項

目があり、様々な作品に

ついて紹介されており、

鑑賞にも力が入れられ

ている。 

○外国児童の作品や伝

統的な作品、地域素材な

ど様々なものが取り上

げられており、児童の造

形表現への視野が広が

るようにしている。 

○墨と水などを用いた

教材や（５･６年下p.18 

-19）、焼き物の教材など

（５･６年下p.28-29）、

様々な表現方法が学習

に取り入れられている。 

○各教材欄にQRコード

があり、準備物や授業内

容について動画で確認

できるようになってい

る。 

○掲載されている作品

写真に、造形活動の様子

が多く盛り込まれてい

るため、児童が活動に興

味をもって取り組める。 

○各教材に対話を中心

とした様々な作品鑑賞

の仕方が示されている。 

○「自然の色」の鑑賞と

して、浜田市や隠岐の島

町の土の色が紹介され

ており、島根県の地域の

各々のよさや特徴に気

づくことができる（３・

４年上p.24） 

○各地の美術館や各地

域の取り組み等が紹介

されており、地元地域に

目を向けるきっかけを

与えている。 

○他教科との繋がりに

ついても示されており、

教科横断的な視点で教

材が選択されている。 

○扉のページに、保護者

の方へのメッセージが

記されており、学校と家

庭の連携の視点が盛り

込まれている。 

○各教材欄に QR コ

ードがあり、制作の

仕方や作品につい

て、深く学ぶことが

できる。 

○巻末に、用具や材

料の紹介が記載さ

れており、用具の使

い方について分か

りやすくまとめら

れている。 

○教科書全体に、楽しそ

うな活動の様子が多く

盛り込まれるなど、児童

の興味関心を高める教

科書となっている。 

○国内外の様々な名画

がふんだんに紹介され

ており、図工に関する児

童の知識を豊かなもの

にする工夫がなされて

いる。５･６年上巻末の

ミニアートカードも、児

童に芸術を身近にして

いる。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 家庭 】 No.１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１.内容、程度、分量等 ２.教材の選択や構成等 ３.興味・関心への配慮

等 

４.教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５.各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６.その他 

Ａ 

○全題材でデジタルコ
ンテンツとリンクした
調理や製作の基礎的な
技能の動画がまとめて
あり児童が確認しやす
い。（p.17） 
○製作や調理において、
複数の具体例が掲載さ
れ、選択できるように工
夫されている。（p.74- 
77） 

○児童の思考を促す問
いかけをすることで、主
体的に学習を進める意
欲がもてるよう工夫さ
れている。（p.22-24） 
○各題材で「活動」の内
容を順番に行うことで、
問題解決的な学習がス
ム～ズに進められるよ
うに工夫されている。 
（p.28-34） 

○各題材の活動１「話し
合おう」では、デジタル
コンテンツ「思考ツー
ル」を活用し、考えを可
視化し主体的に取り組
めるように工夫されて
いる。（p.13） 
○紙面の下部にそのペ
ージの「メモ」を示し、
興味・関心を高める工夫
がされている。（p.47） 

○調理実習や製作実習
等の際の衛生・安全の確
認ができるように配慮
されている。（p.29） 
○夏休み前には、「夏休
みわくわくチャレンジ」
が設定してあり、学習し
たことを家庭で実践で
きるように工夫されて
いる。（p.35） 

○中学校技術・家庭（家
庭分野）や他教科と関連
のある学習内容を「関連
マーク」で示し、関連付
けや見通しがもてるよ
うに工夫されている。
（p.25,39） 
○「あなたは家庭や地域
の宝物」では、学んだこ
とを身近な地域や家庭
生活で生かすよう工夫
されている。（p.129） 

○調理・製作に必要
な用具を左手で扱
っている実物大の
写真や動画があり、
左利きの児童に配
慮されている。 
（p.22,23） 
○習得が難しい技
能について、イラス
トで分かりやすく
記述されている。
（p.73） 

○各題材が「見つめよ
う」「計画しよう・実践
しよう」「生活に生かそ
う・新しい課題を見つけ
よう」の流れで構成され
ており、問題解決的な学
習が進められるように
工夫され、優れている。 
（p.4） 
○デジタルコンテンツ
の充実など全ての児童
に配慮された優れた教
科書である。（p.22-23） 

Ｃ 

○全題材でデジタルコ
ンテンツとリンクした
調理や製作の基礎的な
技能の動画がまとめて
あり、児童が確認しやす
いようにまとめてある。 
（p.22-23） 
○製作や調理において、
基礎・基本から応用まで
系統立てて複数の具体
例が掲載され、技能レベ
ルを★の数で明記され
工夫されている。（p.44- 
47） 

○題材が細かく区切ら
れ組み換えがしやすく、
地域や学校の実態に応
じた指導に配慮されて
いる。（p.4-5） 
○題材の初めに「学習の
めあて」を示し、終わり
に「ふり返ろう」があっ
て教科書に書き込める
よう工夫されている。 
（p.10,19） 

○紙面の下部にそのペ
ージの「豆知識」を示し、
興味・関心を高める工夫
がされている。（p.27） 
○デジタルコンテンツ
内に「動作コンテンツ」
を示し、主体的に学習に
取り組めるように工夫
されている。（p.19） 

○調理実習や製作実習
等の際の安全・衛生の確
認ができるように配慮
されている。（p.15,17） 
○食文化においてしじ
み汁（島根県）を紹介し、
地域の特色に目を向け
ることができるように
工夫されている。 
（p.57） 

○小学校で学んだ学習
を振り返り、中学校の学
習に生かせるように中
学校の学習内容が写真
やイラストでわかりや
すくまとめられている。 
（p.136-137） 
○「共に生きる地域での
生活」では、学んだこと
を身近な地域や家庭生
活で生かすよう工夫さ
れている。（p.129） 

○調理・製作に必要
な用具を左手で扱
っている実物大の
写真があり、左利き
の児童に配慮され
ている。 
（p.148,151） 
○「キャリアインタ
ビュー」のコーナー
を設けることで、将
来につながるキャ
リアを紹介し、興
味・関心を高める工
夫がされている。 
（p.16） 

○全体を通して「気づ
く・見つける」「わかる・
できる」「生かす・深め
る」のステップで学習が
進められるように設定
されており、問題解決的
な学習に取り組めるよ
うに工夫されている。 
（p.6,7） 
○実践例や写真等の資
料が豊富であり、児童の
興味・関心を高める工夫
がされている。 
（p.26,27） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
【 科目名 保健 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○自分の考えや気づき

を記入するノート欄が

多くあり、参加型の学習

になる工夫がされてい

る。 

○目次ページに、資料の

一覧が掲載されており、

内容がとても豊富であ

り学習を広げたり深め

たりできるようになっ

ている。 

(３・４年 p.2、５・６

年p.1) 

 

○すべての章が４つの

ステップ（気づく・見つ

ける→調べる・解決する

→深める・伝える→まと

める・生かす）で構成さ

れ、児童が学習を進める

中で考えをもったり整

理したりしやすい構成

となっている。 

○各章の導入で、学習内

容に沿った身近な場面

を写真で示すことで、興

味をもって学習を進め

ることができる構成と

なっている。 

○各章ともデジタルコ

ンテンツが数多く設定

されており、学びを広げ

たり深めたりしやすい

ように工夫されている。 

○実験や資料の欄に、写

真が掲載されており興

味をもちやすい工夫が

されている。３・４年

p.20,22) 

○各章の最初のページ

にSDGsの主な目標が示

されており、学習を多様

な視点から考えたり捉

えたりできるようにな

っている。(３・４年

p.6,26、５・６年p.4, 

20,44) 

○性には多様性がある

ことや手助けを必要と

する人と支え合い生活

できるためのマークと

いった現代的な課題が

取り上げられている。 

(３・４年p.38, ５・６

年p.77) 

○「飲酒の害と健康」で

は、20 歳になった自分

にメッセージを書くこ

とで、学びを自分事とし

てとらえる工夫がされ

ている。(５・６年p.67) 

○犯罪被害の防止とし

て、学級活動や総合の時

間を利用して、自分たち

の生活や地域に目を向

け「インターネットによ

る犯罪」を考えたり「安

全マップ」を作ったりし

ようという提案がされ

ている。(５・６年

p.34-35) 

○どの章でも「スキ

ル」という項目があ

り、児童が実践化し

やすいように工夫

されている。 

○教科書の記述を

補う「言葉の解説」

が適切に配置され

ている。 

○すべての章が４つの

ステップ（気づく・見つ

ける→調べる・解決する

→深める・伝える→まと

める・生かす）で構成さ

れ、児童が学習を進める

中で考えをもったり整

理したりしやすい構成

となっている。 

○各章ともデジタルコ

ンテンツが数多く設定

されており、学びを広げ

たり深めたりしやすい

ように工夫されている。 

Ｂ 

○１単位時間見開き２

ページを基本とした、統

一されたレイアウトや

文字のサイズ、おりこみ

カードなど、学習への集

中を高める工夫がされ

ている。 

○「ここで学ぶこと」で

本時の目当てがはっき

りと明示され、児童の学

習に対する構えができ

るように工夫されてい

る。 

○章の始めに「学習ゲー

ム」を掲載し、それを通

して学習の課題に気づ

いたり、学習への興味・

関心を高めたりできる

ように工夫されている。 

○毎時間の始めに、自分

の今までの生活を振り

返ることで、より自分事

として考えやすくなる

ように工夫されている。 

○「体の発育・発達」で

は、自分の手形を書き写

したり、身長の伸びをグ

ラフで表したりするこ

とで成長への興味・関心

が高められるよう工夫

されている。 

(３・４年p.25-27) 

○「夢や目標をかなえる

ために」は健康でいるこ

とが大切であることを、

著名なスポーツ選手を

通して関心をもたせる

工夫をしている。（５・

６年p.7） 

○「交通事故の防止」で

は、自動車の内輪差や死

角のイラストに子ども

を記載することにより、

より身近な問題として

考えられるよう工夫さ

れている。(５・６年

p.27) 

○「体の発育・発達」で

は、子供の成長を祝う行

事について紹介し、自分

を大切にする気持ちが

高められるように工夫

されている。(３・４年

p.38) 

○「もっと知りたい」「ミ

ニちしき」「はってん」

等の資料を多く掲載し、

学習内容に関連した学

びを広げたり、深められ

たりできるように工夫

されている。 

○家庭や地域で取り組

むとよい活動に「いえ

で」マークや「ちいきで」

マークを付け、学んだこ

とを家庭や地域でも活

かせるように工夫され

ている(3・4年p.40) 

○各単元の最後に

ある学年のまとめ

は、既習事項が活用

しやすくなるよう

に振り返りや表示、

記述方法が工夫さ

れている。 

○「心の健康」では、

ストレッチや「表現

運動、「実習コーナ

ー」では、体ほぐし

運動や呼吸法を取

り上げて実践しや

すいように工夫さ

れている。５・６年

p.8-9,18) 

○１単位時間見開き２

ページを基本とした、統

一されたレイアウトや

文字のサイズ、おりこみ

カードなど、学習への集

中を高める工夫がされ

ている。 

○章の始めに「学習ゲー

ム」を掲載し、それを通

して学習の課題に気づ

いたり、学習への興味・

関心を高めたりできる

ように工夫されている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
【 科目名 保健 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｍ 

○イラストや写真が詳

しく分かりやすく示さ

れている。また、説明が

簡潔なため、読解が苦手

な児童や中学年の児童

にとっても、見やすく学

びやすい。 

○毎時間の導入におい

て、保健の見方・考え方

を働かせる「課題をつか

もう」が設定されてお

り、身近な生活の中から

課題を発見できるよう

に工夫されている。

(５・６年p.24-25) 

○学習の流れをステッ

プ①→②→③の構成で

統一することで、児童に

とっても教師にとって

も安心して学習（指導）

が進められるように工

夫されている。 

○自分の考えと友達の

考えを比較しながら学

習を進めることで、より

広く深い学びになるよ

うに工夫されている。

(３・４年p.29, ５・６

年p.49,59,67) 

○各章の導入において

著名人のインタビュー

を取り入れ、児童が興

味・関心をもって「学び

のスタートが切れるよ

うに工夫されている。 

○各小単元に、デジタル

コンテンツとして「ほけ

んクイズ」が設定されて

おり、児童がゲーム感覚

で楽しみながら学習で

きるように工夫されて

いる。 

○「身の周りのかんきょ

うとけんこう」では、部

屋の明るさの違いを身

近な教室の写真で提示

することで、より身近に

感じられるように工夫

されている。(３・４年

p.20) 

○「地域の保健活動」で

は、地域で発行される広

報誌を取り上げること

で、自分たちの地域に目

を向けやすい構成とな

っている。(５・６年

p.71) 

○上手な歯みがきのポ

イントの中に、歯間を磨

くうえで効果的なデン

タルフロスが取り上げ

られている。(５・６年

p.60) 

○児童の健康や安全に

かかわる今日的課題が

多く取り上げられてお

り、自主学習への活用等

が期待できる(５・６年

P.42,54,69) 

○見出しや説明な

ども含め全ての文

章が文節で改行さ

れていることに加

え、人物イラストの

表情が豊かで、児童

にとって内容を読

み取りやすくなっ

ている。 

○不安や悩みを和

らげる方法につい

て取り上げる中で、

「ストレス」という

言葉についても詳

しく紹介されてい

る。(５・６年p.21) 

○児童の健康や安全に

かかわる今日的課題が

多く取り上げられてお

り、自主学習への活用等

が期待できる(５・６年

p.42,54,69) 

○自分の考えと友達の

考えを比較しながら学

習を進めることで、より

広く深い学びになるよ

うに工夫されている。

(３・４年 p.29、５・６

年p.49,59,67) 

Ｎ 

○「病気の予防」では、

生活習慣病のリスクと

年齢の関係がグラフで

分かりやすく示されて

いる。(５・６年p.58) 

○毎時間、学習のめあて

や流れが示してあり、見

通しをもって学習でき

るように工夫されてい

る。 

○「思春期の体の変化」

では、月経のしくみを視

覚的に示すことにより、

同じしくみが繰り返さ

れることが理解しやす

くなっている。(３・４

年p.27) 

○「病気の予防」では、

児童にとって最も身近

で、取り組みの結果が表

れやすい「歯の健康」を

４ページにわたって取

り上げ、資料も豊富に準

備されている。(５・６

年p.61-64) 

○写真を多く掲載する

ことにより児童が興味

をもてるように工夫さ

れている。(３・４年

p.23) 

○「毎日の生活とけんこ

う」では、１日の生活リ

ズムについて、「けんこ

う」「ふけんこう」を明

記して例示することで、

児童が健康と生活リズ

ムのつながりを意識し

やすくなるように工夫

されている。(３・４年

p.8) 

○「交通事故の防止」に

ついて、各都道府県の交

通事故の死者数、負傷者

数を紹介することで、自

県の実態を知ったり、他

県と比較したりできる

ように工夫されている。

(5・6年p.26) 

○バランスの取れた食

生活では、食品に含まれ

る塩分や脂肪の量に着

目していて、児童が身近

に考えられるように工

夫されている。(５・６

年p.59) 

○各章の最後に「わたし

の○○宣言」（自分の宣

言を書くページ）が設け

られており、学習の最後

に生活実践に向けて意

識できるように工夫さ

れている。 

○「もっと考えよう課」

では、熱中症対策を掲載

し、実生活で意識できる

ように工夫されている。 

(５・６年p.44) 

○毎時間の最後に、

理解したことをも

とに自分の生活の

中でより実践へと

つなげていけるよ

うに工夫されてい

る。 

○「もっと考えよう

課」では、世界各国

の刑を記載するな

ど薬物の危険性や

乱用防止について

考えるための工夫

がされている。

(５・６年p.77) 

○授業で学びが完結す

るのではなく、学びを生

活とどう結びつけるの

か、また、その後の生活

にどう生かすのかを意

識した構成になってい

る。 

○「交通事故の防止」に

ついて、各都道府県の交

通事故の死者数、負傷者

数を紹介することで、自

県の実態を知ったり、他

県と比較したりできる

ように工夫されている。

(５・６年p.26) 
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選  定  に  必  要  な  資  料 
【 科目名 保健 】 No．３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｏ 

○心の健康で人との接

し方がとりあげられ、気

持ちを大切にしたコミ

ュニケーションや人と

の距離感について詳し

く書かれている。(５・

６年p.18,19) 

○身長の伸びの表が縦

に書かれていて計算し

やすいように工夫され

ている。(３・４年p.25) 

○各章の最初に、学習内

容と身近な生活をつな

ぐ漫画を掲載し、学習の

必要感がもてるように

工夫されている。 

○写真やイラストから

気づいたことを書く欄

が設けてあり、健康課題

に気づけるように工夫

されている。(３・４年

p.12) 

○最初のページに著名

な作家とスポーツ選手

等の健康についてのコ

メントを掲載し、児童の

健康への興味を引くよ

うに工夫されている。 

○スポーツ障害として

児童がなりやすい 2 つ

を例としてとりあげて

いる。(３・４年p.38) 

○実生活において、自分

の生活を振り返るため

に、スクリーンタイムと

運動・睡眠時間との関係

が示されている。(３・

４年p.15) 

○性に関しての悩みや

ホットラインが電話番

号だけでなく、より細か

く記載されている。

(３・４年p.33) 

○手の洗い方で洗い残

しの多い場所やつめの

生え際などにも着目し

ている。また、より良い

換気の仕方で換気のポ

イントが図で分かりや

すく説明してある。

(３・４年p.20) 

○「病気の予防」では、

新型コロナウイルス感

染症をとりあげ、既習事

項を使って予防できる

ことなどを紹介し、実生

活に生かせるように工

夫している。(５・６年

p.46) 

○最近よく使われ

ている言葉（すいみ

んの質）の解説など

を取り入れている。

(３・４年p.39) 

○章の終わりに学

習のまとめのペー

ジを設けており、易

しい選択問題や思

考を助けるヒント

の提示など、考えを

もちやすくなるよ

うに工夫されてい

る。 

○心の健康で人との接

し方がとりあげられ、気

持ちを大切にしたコミ

ュニケーションや人と

の距離感について詳し

く書かれている。(５・

６年p.18,19) 

○各章の最初に、学習内

容と身近な生活をつな

ぐ漫画を掲載し、学習の

必要感がもてるように

工夫されている。 

Ｐ 

○悩みの対処法やリラ

ックスの方法について

４ページにわたってと

りあげている。具体的な

記述が多く、児童にとっ

て取り組みやすい内容

になっている。(５・６

年p.20-23) 

○１単位時間４ページ

の基本構成とし、３つの

ピースを完成させると

いう流れにより見通し

をもって学習ができる

ように配慮されている。 

○毎時間の流れを統一

し、「個人思考」「集団で

の思考」「学びの活用」

を繰り返すことで、思考

力、判断力、表現力を着

実に身につけることが

できるよう工夫されて

いる。 

○「体の発育・発達」の

デジタルコンテンツで

は、数値を入力するだけ

でグラフが完成するな

ど作業が簡略化され、思

考の時間が確保されて

いる。(３・４年p.29) 

○「体の発育・発達」で

は、身長の伸びを紙テー

プを切って貼ることに

より、楽しみながら成長

や変化が実感できるよ

うに工夫されている。

(３・４年p.44) 

○各章の最初に、振り返

ったり課題を考えたり

することを通して、楽し

みながら学習の課題に

気づくことができるよ

うに工夫されている。 

○「交通事故の防止」で

は、自動車の内輪差や死

角のイラストに子ども

を記載することにより、

より身近な問題として

考えられるよう工夫さ

れている。(５・６年

p.33) 

○振り返りシートの中

に「もっと学習したいこ

と」を書く欄が設けてあ

り、児童が学びを生活に

生かしたり結びつけた

りして考えられるよう

になっている。 

○各章の振り返り場面

では、「誰かに伝えたい

と思ったこと」をかく欄

が設定されている。

(３・４年p.26,46, 

 ５・６年p.24,48,84) 

○「つなぐ」では、前後

の学年や他教科の学習

内容とのつながりを大

切にできるよう工夫さ

れている。 

○「ほけんのはこ」

では、学習内容に関

わる様々な資料を

提示し、より学びを

広げたり深めたり

することにつなげ

ている。(５・６年

p.11) 

○ほぼ全ての小単

元に「話合い」場面

が設定されており、

対話的・共同的な学

びへのつながりを

意識した構成とな

っている。 

○毎時間の流れを統一

し、「個人思考」「集団で

の思考」「学びの活用」

を繰り返すことで、思考

力、判断力、表現力を着

実に身につけることが

できるよう工夫されて

いる。 

○ほぼ全ての小単元に

「話合い」場面が設定さ

れており、対話的・共同

的な学びへのつながり

を意識した構成となっ

ている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 英語 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○５年のテーマは、「日

本でつながるわたした

ち」、６年のテーマは「世

界とつながるわたした

ち」となっており、発達

の段階に応じた広がり

のあるテーマ設定とな

っている。 

○各学年の教科書の総

ページ数は、５、６年と

もに 8Unit96 ページで

ある。 

○Our Goal の映像を単

元導入時に見ることで、

単元の見通しをもちな

がら、児童が学習に取り

組めるように配慮され

ている。（５年p.8） 

○単元末に Over the 

Horizonを設けて、既習

の学習の振り返りと異

文化理解を深める資料

が工夫されている。（５

年p.14-15） 

○すべての単元で児童

の興味・関心を引くトピ

ックや目的・場面・状況

を伴った言語活動が設

定されている。 

(５年p.84、６年p.48） 

○写真やイラスト、QR

コードを使った動画が

多用されており、児童が

トピックについて興味

をもったり、場面を想起

したりしやすいよう工

夫されている。（６年

p.12） 

○Unit ごとに書く活

動、Sounds and Letters

のページがあり、表現力

を系統的・計画的に身に

付けることができるよ

う工夫されている。 

○Enjoy Communication

では、既習表現の確認、

会話の内容を広げる活

動、振り返りとスモール

ステップで学習を進め

られるよう工夫されて

いる。（５年p.12-13） 

○身近なことから日本

の紹介へと視野が広が

るよう「自分のこと→身

近な地域→日本のこと」

というように単元が工

夫されている。 

○総合的な学習の時間

で扱われる「環境問題」

と関連した内容が取り

上げられ、主体的な学び

ができるよう工夫され

ている。（６年p.60-65） 

○別冊の Picture 

Dictionary が２年

間続けて使えるこ

とや、マイ単語を記

録したり、紙面にな

い単語を調べたり

することで児童の

自ら学ぶ力を育む

工夫がされている。 

（別冊p.25） 

○中学校への移行

を意識した書く活

動が設定されてい

る。（６年p.86） 

○導入、展開、まとめの

中に、無理なく5領域が

組み込まれ、また丁寧な

日本語表記により、児童

も指導者も学習の流れ

がよくわかるよう工夫

されている。（５年

p8-17） 

○児童が既習内容を生

かし、主体的に取り組む

ことができる目的・場

面・状況を伴った言語活

動が充実している点で

特に優れている。 

Ｃ 

○各学年巻末折込には、

単元ごとに観点別の

「CAN-DO チェック」が

示されており、各単元で

身に付けるべき英語表

現や技能について見通

しをもったり、自己評価

したりできるように工

夫されている。（各学年

p.128） 

○各学年の教科書の総

ページ及び Lesson 数

は、５、６年ともに

8Lesson128 ページであ

る。 

○各単元冒頭の見開き

には各単元で身に付け

たい力が、見開きごとに

は学習のめあてが明示

されており、子どもと指

導者が目指す姿を共有

しながら、学習に取り組

むことができるよう工

夫されている。 

○Let’s Check では、

身に付けた力をペーパ

ーテストとパフォーマ

ンステストの両方で確

かめることができるよ

う工夫されている。 

○ Let’ s Watch and 

Think やSong Box等児

童が自らの課題に応じ

て学習できるよう、デジ

タルコンテンツが充実

した内容になっている。 

○各単元で児童の興

味・関心を引くゲームが

複数示されている。ま

た、デジタルコンテンツ

の利用できるよう工夫

されている。 

（５年p.52） 

○ Let’ s watch and 

think や Around the 

worldでは、世界の子ど

もの生活や文化などを

紹介し、異文化への理解

を深め、自他を尊重する

態度を養えるよう工夫

されている。（５年

p.32-33） 

 

○すべての単元におい

て学習と関連する SDG

ｓの項目が示されてお

り、子どもの視野を広げ

るとともに、持続可能な

社会の担い手育成が意

図されている。(６年

p.23) 

○評価領域・観点、他教

科や教育課程との関連

について単元冒頭に記

載されている。（５年

p.15、６年p.15） 

○別冊Word bookが

学年ごとについて

おり、２次元コード

がついており、自主

的に学びやすいよ

うに工夫されてい

る。 

○各学年で学んだ

表現についてまと

められており、児童

が学習を振り返り

やすいやすいよう

工夫されている。

（巻末） 

○「３・４年で学習した

こと」や「５年生で学習

したこと」や「授業で使

える 20 の表現」がまと

められており、学習の連

続性が感じられるよう

工夫されている。（５・

６年p.8-11） 

○聞くことから話すこ

と、そして読むことのサ

イクルを意図した構成

となるよう工夫されて

いる。（５年p.20-21） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 英語 】 No．２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｅ 

○教科書の総ページ及

びLesson数は、５・６

年ともに７Lesson112

ページである。 

○教科書全体が３つの

Unit でまとめられてお

り、各Unitは自らのゴ

ールの設定するHOP、語

句や表現を身に付ける

STEP、まとめの言語活動

をおこなうJUMPで構成

されている。 

○各Lessonは、Partご

とにめあてが示され

Let’s watchからLet’

s Watch and Read ＆

Write が基本構成にな

っており、インプットの

活動から文字を読む、書

く活動へと学習が段階

的に高まるよう工夫さ

れている。 

○各Lesson後に、既習

内容をゲームを通して

確認できるFun Boxが設

定され、文字への関心を

高める工夫がされてい

る。（５年p.22-23） 

○各Unit後に、世界の

民話が英語の紙芝居に

なっており、児童が興味

関心をもって英語の表

現に触れる工夫がされ

ている。 

○各学年の巻末、「英語

でこんなことができ

た！」では、簡易的な

CAN-DO リストが示さ

れ、具体的にその学年で

身に付けた内容が振り

返ることができるよう

工夫されている。（各学

年p.110） 

 

○国語、社会、算数、プ

ログラミングなど他教

科等と関連した様々な

題材・活動やSDGs など

今日的な課題について

示されている。（５年

p.106-107） 

○Try の２次元コー

ドを利用して児童

が個別に音声や画

像、映像などの情報

にアクセスするこ

とができ、自学自習

や家庭学習などの

多様な学びにつな

がるよう工夫され

ている。 

 

○単元全体のつけたい

力に向かって、活動ごと

の目標を達成しながら

力をつけていく構成に

なるよう工夫されてい

る。 

Ｆ 

○各学年の教科書の総

ページ及び Lesson 数

は、５年9Lesson116ペ

ージ、６年 8Lesson108

ページである。 

○教科書冒頭には、学び

の見通しが立てやすい

ロードマップがあり、中

学年や高学年そして、中

学校への学びの連続性

を自覚できるつくりに

なっている。 

○学校生活に合ったテ

ーマや活動を多く取り

入れることで、楽しく学

べ、仲間づくり、学級づ

くりにつながるよう工

夫されている。 

（５年p.30-36） 

 

○各Lessonのゴールが

児童の意欲を高めたり、

具体的に活動をイメー

ジしたりすることがで

きるように工夫されて

いる。 

○活動シール、カード、

ワークシートなど巻末

教材が充実しており、児

童の表現意欲を引き出

すことができるよう工

夫されている。（各学年

巻末） 

○既習内容を振り返る

Let’s Start Together

やアルファベットの学

習に関する点つなぎな

ど、文字や音声に少しず

つ慣れ親しみ、ステップ

アップできるよう工夫

されている。 

○各単元末にある

Sounds and Letters で

は、アルファベットの文

字や音に少しずつ慣れ

親しめるよう工夫して

いる。 

○災害時の対応に関す

る表現が紹介されてお

り、実生活につなげた練

習ができるよう工夫さ

れている。（５年p.40） 

○Let’s Look at the 

Worldでは、アメリカの

手話を扱っており、コミ

ュニケーションの手段

は多様であることに気

付けるよう工夫されて

いる。（５年p.87） 

○日本の名所・名物

を示した地図が折

り込みで入ってお

り、見やすいよう工

夫されている。（５

年p.66-69） 

○わかりやすい活動を

通して、関わり合いを大

切にしながら学習でき

るよう工夫されている。 

○インクルーシブ教育

を意図した登場人物や

題材が扱われている。 

（５・６年 表紙、６年

p.10-11） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 英語 】 No．３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の 

実態や課題への適 

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｉ 

○各学年の教科書の総

ページ数は、５・６年と

もに8Unit110ページで

ある。 

○５年から６年へと発

達の段階に応じた広が

りのあるテーマ設定と

なっている。 

○各Unitごとに導入が

具体的な場面設定がし

てあり、児童がイメージ

をもって学習に取り組

める構成となっている。 

○Small Talk や Plus 

One が既習表現を生か

し、豊かな言語活動がで

きるよう工夫されてい

る。（５年 p.31） 

○日本の文学作品とつ

なげたり、楽しんで文字

に親しんだりすること

ができるような工夫が

されている。（５年

p.78） 

 

○巻頭に「５（６）年生

でできるようになるこ

と」では、領域ごとに学

習したことが確認でき

るよう工夫されている。 

（全学年p.8-9） 

○各ページに英語が表

記されており、自然に英

語を目にする機会が確

保されている。 

○「言葉について考えよ

う」などで国語などの教

科との関連が図られて

いる。（６年p.60） 

○写真やイラスト

が多用されており、

児童が内容を推測

しやすいよう工夫

されている。 

○６年の巻末のカ

ードが１年の学習

をまとめ、中学校で

の自己紹介に生か

せるよう工夫され

ている。 

○単元の最初のページ

に最終ゴールとそれぞ

れの時間の主活動が明

記され、各単元の見通し

が持てるよう工夫され

ている。（５年p.81） 

○互いの考えや気持ち

を伝え合う言語活動が

設定され、相手を意識し

たやり取りができるよ

う配慮されている。（６

年p.81） 

Ｋ 

○1 単元時間の内容が

余裕をもって指導でき

る分量になっている。 

○各学年の教科書の総

ページ数は、５・６年と

もに8Unit132ページで

ある。 

○学期ごとにREVIEWが

設定され、コミュニケー

ション活動を通して「聞

く・話す」「読む・話す」

などの技能統合的な学

習ができるように工夫

されている。 

○Activity では、具体

的で児童が取り組んで

みたくなるような活動

が設定されている。 

○Did you know?などで

は、異文化情報などを扱

い、児童の興味・関心を

高められるよう工夫さ

れている。 

（５年p.44,44） 

○Unit ごとに Let’s 

Read and Write が設定

され、児童がたくさんア

ルファベットや単語を

書いたり聞いたりする

ことができるよう工夫

されている。 

○各 Unit の領域ごと

にCAN-DOリストが示し

てあり、具体的にその学

習で身に付けた力を振

り返る工夫がされてい

る。 

○国語、社会、算数など

他教科等と関連した

様々な題材・活動や

SDGs など今日的な課題

について示されている。

（６年p.48-49） 

○Chant で強く発音

するところがわか

りやすく示してあ

り、児童がリズムに

乗せて発話練習し

やすいように工夫

されている。 

○児童が個別に学習で

きるように、各ページに

デジタルコンテンツが

数多く用意されている。

（５年p.13 ６年p.41） 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 特別の教科道徳 】 No.１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の

実態や課題への適

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ａ 

○「かぼちゃのつる」で
は道徳的価値に迫る場
面でイメージがしやす
いようなイラストとセ
リフで道徳的価値につ
いて深く考えられよう
にしている。（１年 
p.78） 
○「見えた答案」では、
人物の心情を説明する
文言が削減され、児童の
多様な考え方を引き出
せるよう配慮されてい
る（５年p.19） 

○「安全・安心」「情報
モラル」「いじめ」「いの
ち」「じぶん」という 5
つのユニットが、各学年
ともに構成されており、
道徳科の学習で扱う教
材を要として、現代的な
課題に取り組むことが
工夫されている。 
 

○全教材で、朗読や字幕
付きスライドショー、デ
ジタルノートが利用で
きるQRコードがついて
おり、児童の関心を高め
るよう工夫されている。 
○低学年の教材を中心
に大判の写真やパズル
等児童の興味を引くよ
うな教材を扱っている
（１年p.46,82） 
 

○出雲市出身の児童が
書いている本を取り上
げた「愛華さんからのメ
ッセージ」では、児童の
興味を高めている。 
○高学年の「いじめ」に
ついて考えようでは、法
律、条令を掲示し、児童
の見方や考え方を広げ
るよう教材の配置等が
配慮されている。（６年 
p.36） 

○「ふっかちゃんの町じ
まん」では日本各地のキ
ャラクターも紹介され
ており、自分の県に興味
をもち、社会科等と関連
させて学習できるよう
工夫されている。(３年 
p.20) 
○「終わらない挑戦」で
は環境問題について取
り上げ、社会科や理科と
関連で付け発展的な学
びを促す工夫がある（６
年 p.138） 

○自分の考えを可
視化する「こころメ
ーター」が全学年で
利用でき、児童が多
様な考えに気づく
ための配慮がある。 

○「安全・安心」「情報
モラル」「いじめ」「いの
ち」「じぶん」という 5
つのユニットが、各学年
ともに構成されており、
道徳科の学習で扱う教
材を要として、現代的な
課題に取り組むことが
工夫されている。 
○全教材でデジタルコ
ンテンツが利用でき関
心を高める工夫がされ
ている。 
※特に優れている 

Ｆ 

○内容項目を充足する
本教材30本の他、4～5
本の補充教材が掲載さ
れており、学校独自のカ
リキュラムが作れるよ
う工夫されている。 
○高学年の教材に出て
くる難しい言葉の多く
について、直接教材文の
下に目立つように注釈
を設けてあり、ふりがな
とあわせて、内容が理解
しやすいように配慮さ
れている。（６年p.8） 

○教材末の学習の手引
きには、場面発問と特に
考えてほしいテーマ発
問が示されており、考
え、議論する道徳授業が
実現するように工夫さ
れている。（６年p.23） 
○各学年とも役割演技
や動作化に取り組むよ
うに投げかけたり、自分
だったらどうするかと
問いかけたりと、課題に
ついて自分事として考
えられるよう工夫され
ている。（３年p.56） 

○今話題の人物を多数
とりあげ、児童の興味・
関心を高めるように工
夫されている。特に高学
年で生き方から学ぶこ
とができるよう工夫さ
れている。 
○５・６年の教材には、
写真やグラフ、図表など
を多く使い、興味・関心
を高めるよう工夫され
ている。（５年p.107, 
113,６年p.139） 

○各学年に問題解決的
な学習の例が設定され
ており、体験を通して人
としての行動について
考えを深められるよう
工夫されている。（６年
p.83） 
○低学年の巻末に「みに
つけようれいぎ・マナ
ー」の資料が掲載されて
おり、身につけていきた
いよりよいふるまいに
ついて紹介されている。
（ １ 年 p.150, ３ 年
p.148） 

○各学年で重点テーマ
を設定し、「教材＋コラ
ム」の構成をユニット化
し、学びを広げることが
できるようにしている。
（４年p20,24） 
 

○巻末の「学習を振
り返ろう」「一年間
の学習を振り返ろ
う」のページは、切
り離せるようにな
っており、学期ごと
の評価、一年間の評
価に活用できるよ
う工夫されている。
（４年巻末） 

○高学年の教材に出て
くる難しい言葉の多く
について、直接教材文の
下に目立つように注釈
を設けてあり、ふりがな
とあわせて、内容が理解
しやすいように配慮さ
れている。（６年p.8） 
○LGBTQ について考える
きっかけとなりうる教
材を配しており、偏見を
もたず、差別をしない心
の育成に配慮がされて
いる。（６年p.50） 
※優れている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 特別の教科道徳 】 No.２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の

実態や課題への適

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｉ 

○「学びの道具箱」で発
達の段階に応じた対話
や思考の整理の方法を
紹介するとともに、それ
らを活用した学びが提
示され、児童が多面的・
多角的に思考したり対
話したりできるように
工夫されている。 
（３～６年巻末） 
○巻頭で道徳の学びの
全体像をイラストで示
し、一年間の学びの見通
しや関心をもたせてい
る。 

○「心をかよわそう」な
どのページがあり、話し
合いの仕方や友達との
接し方を学べるよう工
夫されている。 
（３年P.34、６年p.78） 
○段階的に話し合いの
力を育んでいけるよう、
対話スキルを高める活
動に繰り返し取り組む
ように構成され、高学年
では対話をもとに納得
解を見出す経験ができ
るように工夫されてい
る。（５年p.164） 

○全学年で美しく迫力
のある挿絵や写真を用
いた教材や漫画形式の
教材が掲載され、視覚的
に関心を喚起するよう
工夫されている。 
（３年p.118） 
○「夢を実現するために
は」では、夢を叶えた大
谷選手が夢の実現のた
めにしたことを具体的
に掲載し、児童も共感的
に学習できるよう工夫
されている。（５年
p.16） 

○日本語に不慣れな児
童の支援となるよう、
「学校で使う日本語」を
文字と音声で確認でき
るデジタルコンテンツ
が利用できるようにな
っている。 
○３年以上の巻末に、日
本各地の伝統文化や地
域の活動が紹介され、自
分の住む地域のよさを
追究しようとする発展
的な学びの助けとして
活用できるようになっ
ている。（３年p.174） 

○情報モラル等に関す
るコラムには「家の人と
いっしょに考えてほし
いこと」のマーク、環境
や共生を扱ったコラム
には「夏休み・冬休みに
調べてみよう」のコーナ
ーがあり、家庭・地域で
の自主的な学びにつな
げる工夫がある。 
○「わたしたちの校歌」
では、音楽や国語など、
他教科につなげること
ができるよう工夫され
ている。（４年p.88） 

○全学年を通して
「なんだろうなん
だろう」（ヨシタケ
シンスケ作）という
見開きのページを
設け、発達の段階に
合わせたテーマで
考えを深めること
ができるよう工夫
されている。 
（３年p.86） 

○思考ツールや対話ス
キルを活用することで、
多面的・多角的に考え、
協働して問題解決に取
り組めるように工夫さ
れている。 
（３年p.58、４年p.180） 
○迫力あり美しい写真
や挿絵をダイナミック
に配し、児童の関心を高
めたり、感性に訴えたり
する効果を生み出すよ
う工夫されている。 
（３年p.38、５年p.63） 
※優れている。 

Ｌ 

○必ず見開きで始まる
ように教材が配置され、
教材の内容に集中しや
すいように配慮されて
いる。 
○標準の35時間分の教
材に加え3～4橋座が収
められており、児童の実
態に合わせて入れ替え
て指導できるように工
夫されている。 

○教材名の後に、リード
文と登場人物が示され
ており、教材内容の理解
を助け、関心を高められ
るように配慮されてい
る。 
○複数教材で「ぐっと深
める」が設定され、問題
可決的な学習や体験的
な学習など様々な手法
を取り入れた展開が例
示され、自分の考えを深
めたり話し合ったりす
る学習活動が示唆され
ている。(１年p.74) 

○デジタルコンテンツ
によって、話し合い、役
割演技や体験などにつ
いて、具体例を示した動
画を視聴することがで
き「考え、議論する道徳」
が視覚的に捉えられる
よう工夫されている。 
○「のび太に学ぼう」で
は、児童に親しみのある
キャラクターのすてき
な面をみることで自己
の生き方を考えるよう
工夫されている。(５年
p.6) 

○３年の「心のベンチ」
の「地域を語ろう」では、
6 つの視点で地域を見
つめ、素敵なところを見
いだす活動が提示され
ており、ふるさとのよさ
に目を向けられように
工夫されている。(３年
p.149) 
○いじめを間接的・直接
的に扱った教材を組み
合わせたいじめ防止ユ
ニット「人との関わり」
が各学年で 3 つ配置さ
れている。 

○各学年の「心のベン
チ」のコーナーには、本
教材とは異なった角度
から問題を考える素材
が例示され、児童の見
方、考え方を広げること
ができるよう配慮され
ている。(５年p.140) 
○巻末「見つけた！ここ
にもどうとく」には、各
学年で扱った内容項目
と関連する写真が掲示
され、生活とつなげて考
えられるよう配慮され
ている。(３年p.166) 

○「道徳ノート」が
別冊としてついて
いる。題材ごとに自
分の感じたことや
考えたこと自由に
記述できるように
配慮されている。 

○いじめを間接的に扱
った教材と直接的に扱
った教材を組み合わせ
たいじめ防止ユニット
「人との関わり」が各学
年で 3 つ配置されてい
る。 
○「道徳ノート」が別冊
としてついている。題材
ごとに自分の感じたこ
とや考えたこと自由に
記述できるように配慮
されている。 
※優れている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 科目名 特別の教科道徳 】 No.３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．教材の選択や構成等 ３．興味・関心への配慮

等 

４．教科の特性、地域の

実態や課題への適

合等 

５．各教科等及び実生活

との関連についての

工夫 

６．その他 

Ｏ 

○巻頭のオリエンテー
ションでは、見通しをも
って道徳を学べるよう
に、問いを見つけ、考え
を深め、授業後に広げて
いく一連の学習の流れ
を紹介している。 
○標準の35時間（１年
は34時間）に加え、１
年は6本、２～６年は5
本の付録教材を掲載し、
児童の実態に合わせて
入れ替えて指導できる
ように工夫されている。 

○情報モラルを、すべて
の学年で取り扱ってお
り、１年でスマホについ
て扱うなど、実態に対応
した内容になっている。
（１年p.46） 
○「すてきなことば『あ
ふたあゆう』」「一年生の
お世話係－アフター・ユ
ー－」では、同じ活動に
ついて視点を変えると
ともに、学年をまたいで
取り上げる構成になっ
ている。（１年p.76、６
年p.10） 

○一枚絵大きな写真、漫
画、実話に基づく教材な
ど、意欲・関心を高める
工夫がされている。 
○デジタルコンテンツ
では、関連資料や音声、
教材理解サポートのた
めの画像等の他に、教材
に登場する人たちから
のメッセージを視聴す
ることができ、児童の関
心を高めるように工夫
されている。（５年
p.122） 

○「シンボルマークにこ
められたものは」では、
島根県の県章がとりあ
げられ、地域への関心を
高めている。（５年
p.48） 
○全学年の重点主題「い
じめを生まない心」と
「情報モラル」につい
て、各学年に応じた内容
で継続的に学ぶことが
できるように工夫され
ている。（３年p.17-23） 

○「へこんでも立ちなお
る」を全学年に設けて、
児童自身が自分の心の
力について考え、自分の
良さや可能性を認識し、
自己肯定感を高める工
夫がされている。（３年
p.104） 
○各教材末の「ひろげよ
う」では、道徳家で学ん
だことを他教科、家庭や
学校での生活、地域社会
でのつながりをもたせ
広げていくためのポイ
ントを示している。 

○巻末の自己評価
シート、低学年は顔
の表情で、３年以上
は矢印で自分の心
の中を表現し、３年
以上はコメントも
添えた記録を蓄積
していくことで、自
分の成長を実感し、
新たな目標を見い
だせるよう配慮さ
れている。 

○情報モラルを、すべて
の学年で取り扱ってお
り、１年でスマホについ
て扱うなど、実態に対応
した内容になっている。
（１年p.46） 
○巻頭のオリエンテー
ションでは、見通しをも
って道徳を学べるよう
に、問いを見つけ、考え
を深め、授業後に広げて
いく一連の学習の流れ
を紹介している。 
※優れている。 

Ｐ 

○「いのち」を最重点テ
ーマとして全学年で 3
教材を配置し、「いのち
のユニット」で複数教材
を組み合わせて多面
的・多角的に考えさせて
いる。 
（５年p.35） 
○「森のみんなと」では、
だれの言葉かわかるよ
うセリフの上に登場人
物の名前が書いてあり、
内容理解がしやすいよ
う配慮されている。 
（３年p.20） 

○教材本文以前には、キ
ーフレーズのみが掲示
され、児童が見いだした
問いをもとに学習をで
きるように配慮されて
いる。 
○教材末は、道徳的価値
について考える発問や
自己を振り返る発問に
絞って掲載されており、
精選された発問、内容と
なるよう配慮されてい
る。 

○多くの人物を取り上
げて様々な生き方に触
れて興味・関心を高めな
がら自己を深める構成
にしている。 
○ユニット内に、次の教
材を紹介するキャラク
ターの掲示があり、テー
マを意識して教材に出
会えるように工夫され
ている。 
（５年p.97） 

○「いのち」「多様性」
「キャリア」の3つのテ
ーマのユニットを配置
して、多面的・多角的に
考えを深めることがで
きるように工夫されて
いる。 
○「ないものはない」で
は、島根県海士町を教材
として取り上げ、島根県
のよさと関連付けて学
習できる内容となって
いる。 
（４年p.76） 

○「心のパスポート」の
特設ページでは、様々な
視点から、他教科と関連
する情報や実生活と関
連させて考えを広げる
工夫がされている。 
○日本各地に関連のあ
る教材や資料では、写真
を多く取り入れて児童
の関心を高め他教科に
関連させて学習できる
内容となっている。 
（６年p.124） 

○巻末「つなげよう
広げよう」のページ
があり、心にのこっ
た話や出来事を振
り返ったり、次の学
年の自分へのメッ
セージを書いたり
できるようになっ
ている。 
 

○「いのち」を最重点テ
ーマとして全学年で3教
材を配置し、「いのちの
ユニット」で複数教材を
組み合わせて多面的・多
角的に考えさせている。
（５年p.35） 
○教材本文以前には、キ
ーフレーズのみが掲示
され、児童が見いだした
問いをもとに学習をで
きるように配慮されて
いる。 
※優れている 
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